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特
集か
暮
ら
し
と
文
化d

今
回
の
テ
l

マ

「
芸
術
文
化
と
ま
ち
づ
く
り」

今
回
の
特
集
で
は 、
前
回
に
引
き
続

き
『

暮
ら
し
と
文
化』
の
第
二
弾
と
し

て 、
日
々
の
営
み
の
中
に
さ
り
げ
な
く 、

そ
し
て
着
実
に
浸
透
しつ
つ
あ
る
「

芸

術
文
化」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と

に
し
ま
し
た 。

今 、
時
代
は 、「
効
率」
や
「

経
済」

優
先
の
社
会
か
ら
「

ゆ
と
り」
や
「

や

す
ら
ぎ」
を
大
切
に
す
る
社
会へ
と
確

実
に
変
化
し
て
い
ま
す 。
こ
の
よ
う
な

大
き
な
変
革
の
中
で 、
最
近 、
地
域
に

お
い
て
も
「

芸
術」
に
視
点
を
置
い
た

様
々
な
取
り

組
み
ゃ
動
き
が
見
聞
き
さ

れ
る
よ
う
に
なっ
て
き
ま
し
た 。

一
口
に
「

芸
術」
と
い
っ
て
も 、
そ

の
手
法
に
よ
り
文
芸 、
絵
画 、
彫
刻 、

音
楽
な
ど
多
種
多
様
な
ス
タ
イ
ル
が
あ

り
ま
す
が 、
い
ず
れ
も「
美」
の
創
作・

表
現
活
動
で
あ
り
ま
す
か
ら 、
美
し
く 、

快
適
な
ま
ち
に
住
み
た
い
と
の
願
い
の

も
と
に
進
め
る
「

ま
ち
づ
く
り」
活
動

と
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す 。

今
回
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
々
の
活

動
は 、
正
に
芸
術
文
化
を
核
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す 。

感
性
(
こ
こ
ろ)
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て 、
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か 。

�
. 
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表
紙
の
こ
と
ば

渓
谷
に
沿
う
紅
葉
の
美

し
さ
は 、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が 、
大
洲
稲
荷

山
公
園
も
ま
た
格
別
で
す 。

平
山
に
奥
深
く
重
な
り

合っ
た
紅
葉
は 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
的
な
雰
囲
気
を
味

わ
せ
て
く
れ
ま
し
た 。

そ
の
中
に 、
落
葉
で
遊

ぶ
親
子の
姿
が 。
微
笑
ま

し
く 、
と
て
も
印
象
に
残

hy
土品
tレ
・4μ 。

柳
原
あ
や
子
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そ
の一
方
で 、
折
角
滞
留
す
る
の
に

は
寸

何
か
足
り
な
い」
と 、
補
完
施
設

の
不
足
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
り
ま
す 。
こ
の
よ
う
な
な
か
で 、

私
は
観
光
的
な
面
で
の
補
完
と
休
養
地

と
し
て
の
新
し
い
方
向
を
求
め
る
方
策

で 、
当
面
そ
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た 。

そ
の
第一
段
階
と
し
て 、
島
の
致
命

的
な
問
題
で
あ
る
生
活
用
水
の
確
保
に

全
力
を
上
げ
て
努
力
し
て
参
り
ま
し
た 。

幸
い
県
当
局
の
非
常
な
る
ご
理
解
と
ご

高
配
に
よ
り 、
平
成
四
年
三
月
に
は「
台

ダ
ム」
が
完
成
し 、
上
水
道
供
給
事
業

も
平
成
五
年
に
は
全
施
設
が
完
了
す
る

見
通
し
と
な
り 、
平
成
四
年
七
月
よ
り

一
部
旧
施
設
と
併
用
し
な
が
ら 、
ダ
ム

か
ら
の
取
水
で
関
係
四
町
に
給
水
を
開

始
し
て
お
り 、
生
活
用
水
の
不
安
は
取

り
除
か
れ
ま
し
た 。

第
二
段
階
は 、
昭
和
五
十
九
年
度
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り

特
別

対
策
事
業
へ
の
取
り

組
み
で
す 。
昭
和

五
十
九
年
度
よ
り
公
園
事
業
に
着
手
し 、

平
成
元
年
度
ま
で
に
事
業
費
六
億
六 、

三
五
O
万
円
余
り
で「
花
木
の
藤
公
園」

「
日
本
画
の
美
術
館」
「

鏡
小
学
校
跡

利
用
の
少
年
自
然
の
家」
「

海
浜
を
含

め
た
宗
方
小
学
校
跡
の
ふ
る
さ
と
憩
の

家
の
宿
泊
施
設」
こ
れ
を
補
完
す
る

「
イ
ナ
ズ
ミ
公
園L
「

緑
の
村
運
動
広

場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト」

の
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
し
た 。
小
さ
い
施
設
で

は
あ
り
ま
す
が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

が
好
評
で
年
々
利
用
者 、
宿
泊
者
が

増
加
し
て
お
り 、
公
園
の
樹
木
と
共

に
育
ち
伸
び
る
施
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す 。

第
三
段
階
と
し
て
は 、
リ
ゾ
ー
ト

法
に
よ
る
重
点
整
備
地
区
の
指
定
を

得
た
こ
と
に
よ
る 、
民
間
企
業
と
タ

イ
ア
ッ

プ
し
て
の
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し

て
の
立
地
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り

ま
し
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
実
施
計

画
の
段
階
に
き
て 、
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
に
よ
り 、
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ

て
参
り
ま
し
た 。
今
後
は 、
従
前
の

基
雄
の
上
に 、
地
域
づ
く
り

推
進
事

業
基
金
を
中
心
に
起
債
等
も
加
え
て 、

町
民
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り 、

訪

れ
た
人
の
歓
ぶ
ま
ち
づ
く
り
に
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す c

又 、
環
境
基
盤

下
水
道
整
備
も
早
期
完
成
を
目
指
し

て
進
め
て
お
り
ま
す 。
鳥
の
最
大
の

売
り

物
で
あ
り
ま
す
海
は
生
活
排
水

や
農
薬
等
の
流
入
に
よ
り 、
あ
さ
り

貝
や
小
魚
の
育
た
な
い
海 、
メ
ダ
カ
の

い
な
い
小
川
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す 。

町
で
は 、
町
内
大
字
単
位
九
地
域
の
内 、

既
に
完
了
し
供
用
し
て
お
り
ま
す
浦
戸

を
除
き 、
平
成
三
年
度
よ
り 、

宮
浦 、
台 、

明
日
地
域
は
特
環
の
公
共
下
水
道
事
業

で 、
宗
方
は
集
緋
事
業
で 、
平
成
四
年

に
は
大
見 、
肥
海
が
集
排
事
業
で
何
れ

も
着
手
し 、
早
期
完
成
を
目
指
し
て
お

り
ま
す 。
残
り
の
口
総 、
野
々
江
の
二

地
域
も
平
成
七 、
八
年
に
着
手
の
予
定

を
し
て
お
り 、
美
し
い
海
や
小
川
を一

日
も
早
く

取
り

戻
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す 。

遅
れ
て
お
り
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

の
町
民
参
加
も 、
美
術
館
で
の
大
三
島

美
術
愛
好
会
の
協
力 、
公
園
の
草
取
り

や
ゴ
ミ

清
掃
へ
の
町
民
の
参
加 、
下
水

道
事
業
に
お
い
て
最
終
処
理
場
の
立
地

場
所
を
地
域
住
民
で
決
定
し
た
こ
と 、

又
加
入
決
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
現

在
最
低
八
三
% 、
最
高
九
五
%
と
な
っ

て
お
り 、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

住
民
意
識
が
確
実
に
根
づ
い
て
来
て
お

り 、
こ
の
こ
と
が 、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
も
大
き
な
基
披
と
な
れヘ
更
\

;

に
前
進
出
来
る
も
の
と
期
待
し
て

\

泣ぞ

お
り
ま
す 。

\

-
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』司

ゐ
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ボ
ク
達
は 、
砥
部
の
里
の
新
た
な
可

能
性
を
探
る
た
め 、
平
成
元
年
の
夏 、

「
ア
l
ト

の
里
づ
く
り
会
議」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た 。
そ
の
手
始
め
に
住
民

参
加
の
「

第一
回
ア
l
ト

の
里
フ
ォ
ー

ラ
ム」
を
開
催 。
国
際
的
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
福
田
繁
雄
氏
を
招
き 、
「

如
何
に
し

て
ア
ー
ト

の
里
は
可
能
かL
を
問
う
論

議
を
行
な
い
ま
し
た 。
以
来 、
毎
月
定

例
会
を
持
ち 、
様
々
な
可
能
性
を
討
議

し 、
具
体
策
の
提
案
や
実
践
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た 。

も
と
も
と
「

会
議」
発
足
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は 、
国
の
「

ふ
る
さ
と

創
生
資
金」
で
し
た 。
一
億
円
の
使
い

途
を 、
住
民
か
ら
提
案
し
よ
う
と 、
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
た
町
民
有
志
が
母

体
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た 。

既
に 、
砥
部
の
里
に
は
二
O
O
年
以

上
に
も
及
ぶ
砥
部
焼
の
伝
統
が
あ
り 、

最
近
で
は 、「
県
立
総
合
運
動
公
園」「
と

べ
動
物
園」
さ
ら
に
は 、
「

砥
部
焼
伝

統
産
業
会
館」
が
誕
生
し 、
国
道
筋
に

は
酒
落
た
レ
ス
ト
ラ
ン
・

料
理
屋
が
並

ぶ
グ
ル
メ
の
里
の
町
並
が
出
現 、
美
し

い
里
の
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ー
ト
フ

ル
な
環
境
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
て
お
り

ま
す 。
ま
た 、
松
山
空
港
の
国
際
化 、

瀬
戸
大
橋
や
四
国
の
高
速
道
路
の
延
長

等 、
瀬
戸
内
新
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て 、

砥
部
そ
の
も
の
の
在
り
方
や
役
割
は 、

広
域
的 、
長
期
的 、
質
的 、
量
的
な
方

向
か
ら
発
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す 。

『
ア
l
ト』 、

そ
れ
は 、
「

高
級
化」「
個

性
化
(
多
様
化) 、
創
造
性」
を
包
括

す
る
こ
十一
世
紀
の
シ
ン
ボ
ル
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
ま
す 。
『

里』 、
そ
れ
は 、
山

あ
り 、
川
あ
り 、
谷
あ
り
の
美
し
い
景

観
を
持
つ
お
お
ら
か
な
「

砥
部」
の
地

域
イ
メ
ー

ジ
で
す 。「『
ア
i
ト』
と『
里』

が
融
合
す
る
地
域
に
な
れ
ば 、
き
っ
と

里
が
素
敵
に
な
る」
ボ
ク
等
は
そ
ん
な

地
平
を
夢
見
て
い
ま
す 。

会
員
の
小
坂
三
国
(
料
理
店
経
営)

は 、
「

砥
部
が
好
き 。
ア
1
ト

が
好
き 。

砥
部
が
ア
l
ト
だ
ら
け
に
な
っ
た
ら

も
っ
と
好
き 。L
と
ア
l
ト

の
里
を
表

現
し
ま
し
た 。
「

里」
の
景
観
を
保
存・

演
出
し
つ
つ 、
美
術
館 、
ギ
ャ
ラ
リ
ー 、

民
芸
館 、
工
房 、
芸
術
村
等
々 、
ア
ー

ト
に
か
か
わ
る
諸
々
の「
コ
卜」
と「
モ

ノ」
を
集
約
さ
せ
た
い 。
「

砥
部
に
行

け
ば
〈
ア
l
ト〉
に
出
会
え
る」
彼
の

フ
レ
ー

ズ
に
は
そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す 。

会
議
結
成
当
初 、
そ
ん
な
夢
談
義
が

飛
び
交
い
ま
し
た 。
と
こ
ろ
が 、
「

ア
ー

ト
ち
ゃ

何
ぞ 。
難
解
な
こ
と
じ
ゃ」
「

そ

ん
な
大
風
日
敷
広
げ
て 、
誰
が
金
出
す

ん
ぞ」
「

ア
l
ト

の
町
っ
て 、
芸
術
家

の
町
に
な
る
ん
か」
「

山焼
き
も
の
の
町

で
え
え
や
ん
か」 、
そ
の
よ
う
な
「

さ

さ
や
きL
が
広
が
る
よ
う
に
な
っ
て「
理

念」
づ
く
り
に
着
手 。

4 

そ
こ
で
ボ
ク
等
は 、
第一
期
は
夢
論

議 、
第
二
期 、
理
念
づ
く
り 、
第
三
期 、

啓
蒙 、
P
R 、
第
四
期 、
実
践
と
大
筋

の
活
動
計
画
を
立
て 、
更
に 、
ア
ー
ト

の
里 εつ
く
り
の
基
本
構
想
を
作
り
ま
し

た 。
砥
部
の
里
全
域
を
ア
l
ト
と
出
会

え
る
里
と
と
ら
え 、
「

住
ん
で
も
訪
ね

て
も
美
し
い
町」
「

ア
ー
ト
に
出
会
え

る
楽
し
い
町」
「

ア
1
ト

が
展
開
す
る

創
造
の
町」
の
三
つ
の
理
念
で
す 。
そ

れ
は 、
「

ア
l
ト」

が
住
民
に
根
ざ
し

た
も
の
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
配
癒
し

て
あ
り 、

次
の
実
践
と
し
て 、
住
民
の

理
解 、
参
加 、
啓
蒙 、
そ
し
て
他
地
域

へ
の
ア
ピ
ー

ル
を
兼
ね
て 、
第一
回
の

「
ア
ー
ト

の
里
フ
ォ
ー

ラ
ムL
を
企
画

し
た
の
で
し
た 。
福
田
さ
ん
の
基
調
講

演
は 、
「

私
た
ち
の
町
を
考
え
る」
と

い
う
も
の
で
し
た 。
大
上
段
に
構
え
が

ち
な
ボ
ク
等
は
身
近
な
話
に
目
が
洗
わ

れ
る
思
い
が
し
ま
し
た 。

第
三
期 。
啓
蒙
策
の一
環
と
し
て 、

情
報
誌
「

ア
l
ト

の
里」
(
新
聞)
を



発
行 。
創
刊
号
で
は 、
大
内
町
長
を
囲

む
「

ア
l
卜

の
里
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
実
現
出
来
る
か」
の
座
談
会
を
特
集 。

(
町
内
六
千
五
百
戸
に
全
戸
配
布 、
一

万
部
印
刷)
経
費
は
町
の
助
成
金
を
充

て
ま
し
た 。
第
四
期
の
実
践
論
に
移
行

す
る
に
あ
た
っ
て 、
第
二
回
目
の「
ア
l

ト
の
里
フ
ォ
ー

ラ
ム」
を
企
画 。
湯
布「砥部を語る会」

院
か
ら
中
谷
健
太
郎
さ
ん 、
高
見
乾
司

さ
ん
ら
「

湯
布
院
の
里
を
作
っ
た
旗
手

た
ち」
を
招
き 、
「

砥
部
を
語
ろ
う
会」

を
開
催 。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
広
島 、

高
知
か
ら
の
参
加
も
あ
り 、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た 。
イ
ベ
ン
ト

の
成
功
は

人
数
集
め
と
自
認
し
て
い
た
ボ
ク
等
は 、

「
百
人
も
の
人
が
集
ま
る

フ
ォ
ー

ラ
ム
は
本
当
の
事
が
伝
わ
ら
な

い 。
や
る
気
の
あ
る
者
二 、
三
十
人
で

充
分」
と
い
う
地
域 εつ
く
り
の
論
理
に 、

実
践
期
へ
の
教
訓
を
得
た
の
で
し
た 。

こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
全
記
録
は
「

ア
ー

ト
の
里」
第
二
号
で
特
集 、
全
国
に
向

け
て
発
信
さ
れ
ま
し
た 。

中
谷
氏
の

第
四
期 。
町
の
現
実
に
分
け
入
っ
て 、

そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う 。
会
で
は 、

そ
の
手
始
め
に
川
登
地
区
か
ら
広
田
村

に
抜
け
る
バ
イ
パ
ス
計
画
の
路
線
を
歩

く
こ
と
に
し
ま
し
た 。
同
地
域
は
砥
部

川
の
上
流
に
あ
た
り 、
「

里」
の
イ
メ
ー

ジ
が
濃
密
に
残
る
場
所 。
道
路
工
事
に

ア
l
卜

感
覚
を
活
か
し
て
欲
し
い 。
会

員
達
は
街
道
に
残
る
常
夜
燈 、
椿
の
大

樹 、
石
垣
を
マ
ッ

プ
に
書
き
込
み
ま
し

た 。
ま
た 、
町
並
み
探
訪
の
道
す
が
ら 、

二
十
年
以
上
も
停
止
し
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
川
登
水
車
の
復
活
に
つ
い
て
も

協
議
し
ま
し
た 。
こ
の
川
筋
に
は
明
治

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
四
十
基
以
上

の
水
車
が
あ
り
ま
し
た 。
い
わ
ば
砥
部

焼
の
石
を
砕
く 、
陶
郷
の
シ
ン
ボ
ル
で

し
た 。
こ
の
話
は 、
同
地
区
の
福
岡
繁

昌
区
長
に
伝
わ
り 、

福
岡
氏
の
奔
走
も

あ
っ
て
水
車
所
有
者
の
佐
川
巌
氏
の
決

断
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。
本
年

七
月 、
地
域
住
民 、
行
政
や
問
磁
器
組

合
の
関
係
者
等
七
十
人
が
参
加
し
て 、

水
車
復
活
祭
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
の

で
す 。
将
来
は 、
四 、
五
基
水
車
を
復

原
す
れ
ば 、
「

水
車
の
里」
と
し
て
ア
ー

ト
の
里
に 、
ま
た一
つ
名
所
が
生
ま
れ

る
と
ボ
ク
等
は
夢
の
続
き
を
見
て
い
ま

す 。「
ア
1
ト

の
里」
第
三
号
で
は
こ
れ

を
特
集
す
る
予
定
で
計
画
を
進
め
て
い

ま
す 。以

上
我
が
会
の
歩
み
と
活
動
の一
端

を
述
べ
ま
し
た
が 、
今
も
様
々
な
ア
イ

デ
ア
が
定
例
会
で
飛
び
交
っ
て
い
ま
す 。

そ
の
会
議
の一
コ
マ 。

※ 
※ 
※ 

「
景
観
第一

。
町
を
花
で一
杯
に
し

よ
う」
菜
の
花
の
種
を
播
き
続
け
る
循

皮
孝
夫
(
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー) 。
「

県
立

の
美
術
館 、
デ
ザ
イ
ン
短
大
用
地
と
し

て 、
町
の
土
地
を
提
供
で
き
ん
か」
宗

像
陽
明 、
武
田
道
夫
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

コ

ン
ビ 。
「

窒…
業
団
地
構
想
に
ア
l
ト

の

森
や
芸
術
村
を」
陶
芸
家
酒
井
芳
人 。

「
住
民
理
解
が
先
決」
宮
内
信一

社
員) 。
「

ア
l
ト

の
里
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
あ
っ
て
も
い
い」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

ル
l

ム
板
垣
初
枚 。
「

料
理
も
ア
l
ト 、

何
か
お
手
伝
い
し
な
い
とL
郷
土
料
理

研
究
の
主
婦
米
田
公
子 。
「

小
布
施
や

由
布
院 。
ァ
l
卜

の
里
に
は
そ
れ
な
り

の
論
理
が
い
る 。
ア
ー
ト

の
里
条
例
を

作
る
と
い
い」
強
力
助
人
青
木
光
利(
建

築
家) 。
「

町
の
看
板 、
何
と
か
し
な
い

と」
と
嘆
く
日
浦
信
男(
広
告
業) 。「
会

は
和
が
大
事 。
矢
野
代
表
は
表
に
立
ち

す
ぎ
る」
組
織
論
を
ぶ
つ
小
泉
孝
平(
建

設
業) 。
「

行
政
に
も
出
て
も
ろ
て
皆
な

で
語
ろ
や」
事
務
局
担
当
日
野
健
三(
教

員) 。
広
域
情
報
を
も
ち
こ
む
柳
田
獲

(
町
職
員) 。
伝
統
産
業
会
館
長
武
本
猛 。

佐
野
岩
見
(
元
商
工
会
会
長) 。
中
塚

純
夫(
自
営
業) 。
若
き
青
年
大
西
潤(
陶

芸
家)
等
々 、
次
か
ら
次
へ
と
論
議
が

広
が
る 。
と
は
言
え 、
疲
れ
も
あ
っ
て 、

(ム一品

や
や
中
だ
る
み
の
感
も(
こ
れ
本
音) 。

そ
の
う
ち
砥
部
は
ア
1
ト

の
里
と
な
る 。

共C
っ
と 。

5 



-
山
村
に
芸
術
を
・

日
本
最
後の
清
流
と
呼
ば
れる
大
河

「
四
万
十
川L 、
こ
の
泊々
た
る
流
れ

の
最
初の一
滴
が
生ま
れる
場
所の一

つ
に、
国
立
公
園
滑
床
渓
谷
が
あ
り
ま

す。
新
緑
や
紅
葉
な
ど
凶
季
折々
に
美

しい
変
化を
見せ
る
鬼
ケ
城
連
山 、
華

麗な
水
紋
を
描
く
雪
輪の
滝 、
そ
して

奇
岩 、
巨
岩 、
滑の
百
態 。
ま
さし
く

滑
床は
「

森の
国」
と
呼ぶ
にふ
さわ

しい
仙
境で
あ
り、
訪
れる
人
を
優し

く
包
み
こ
ん
で
く
れ
る
で
しょ
う。

松
野
町で
は 、
こ
の
「

森の
国」
の

イ
メー
ジ
を
前
面
に、
豊
か
な
自
然
と

温
かい
人
情 、
そ
し
て
貴
重
な
歴
史
文

化
資
源
を
活
用
し
て 、
行
政
と
民
間
が

協
力し
あっ
て
個
性
的
な
町づ
く
り
を

進
め
てい
ま
す。
そ
の
中
で
も、

の
夏
を
彩るビッ
グ
イベ
ン
ト
と
し
て

すっ
か
り
定
着
し
た
「

滑
床
ま
つ
り
森

の
国
音
楽
祭L
と、
リ
サ
イ
ク
ル
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
ガ
ラ
ス
製
品
を
作
製
す
る

「
森の
国ガ
ラ
ス
工
房」
は 、
と
も
す

れ
ば
過
疎の
町で
は
忘れ
ら
れ
が
ち
な

ア
l
ト

の
風
を 、
身
近
に
感じ
させ
て

く
れ
る
貴
重な
存
在
に
なっ
てい
ま
ち

・
森
の
国
音
楽
祭
・

夕
闇
迫
る
静
か
な
山
村
に
初
め
て
強

烈
なロ
ッ
ク
のビ
l
ト

が
響き
わ
たっ

た
の
は 、
八
年
前の
ある
熱い
夏の
日

の
こ
と
で
し
た。
こ
の
イベ
ン
トの

仕

掛
け人は 、
松
野
町
に
住む
若
者
達
で

構
成
さ
れ
た
「

松
野
町
ま
ちづ
く
り
青

年
会
議」
とい
うグ
ル
ー

プ 。
会
社
員

や
自
営
業 、
農
林
業 、
公
務
員
といっ

た
様々
な
職
種の
若
者
が
集
まっ
て 、

松
野

ふ
る
里
松
野の
た
め
に
何
か
を
や
り
た

い 、
自
分
達
の
力
で
何かで
き
る
こ
と

は
ない
だ
ろ
う
か、
と
真
剣
に
考
え
た

結
果
が
野
外ロ
ッ
クコ
ン
サー
ト
だっ

た
の
で
す。

当
時の
松
野
町
に
は
こ
れ
といっ
て

町
外
にア
ピ
ー

ル
す
る
も
の
が
無
く 、

天
与の
大
資
源
滑
床
渓
谷
も
埋
も
れた

ま
ま
で
し
た。
こ
の
現
状
を
打
破し、

松
野町と
滑
床の
名を
広
め、
例
え一

日
だ
けで
も
多
くの
若
者に
松
野
町
に

き
て
も
ら
お
う、
そ
ん
な
ま
ち 、つ
く
り

6 

青
年会
議会
員の
期
待
を
込
め
て
「

森

の
国
音
楽
祭」
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

す 。
け
れど
も
こ
の
よ
う
な
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
に、
何の
ノ
ウハ
ウ
も
持
た
な

い
素人
集
団が
挑
戦
する
の
で
す
か
ら

そ
の
道の
りは
苦
難の
連
続で
し
た。

チ
ケy
ト
を一
枚一
枚
手
売
り
し、
ス

テ
ー

ジ
を
自
分
達で
組み
上
げ 、
プロ

ダ
ク
ショ
ン
との
交
渉
や
駐
車
場の
整

理
に
奔
走
す
る
な
ど 、
ま
さ
し
く
ス

タy
フ
は
産み
の
苦
しみ
を
十二
分
に

味
わっ
た
こ
と
で
しょ
う。
し
か
し
こ

の
努
力
が、
森の
国
音
楽
祭
を
町づ
く

りコ
ン
サ
ー
ト

の
先
駆
者た
ら
し
め、

今
日
ま
で
続
く
原
動
力
と
なっ
た
の
で

す。
し
かし、
こ
の
手
作
り
イベ
ン
ト

も、
今 、
大
き
な
転
機を
迎
え
よ
う
と

し
てい
ま
す。
音
楽とい
う
若
者
に
最

も
身
近な
芸
術
を
使っ
て 、
多
くの
若

者
にふ
る
里
の
名
を
知っ
て
も
らい 、

そ
してふ
る
里
を
訪れて
も
ら
う
こ
と

は
で
き
ま
し
た。
し
か
し
そ
れは
都
会



の
音
楽を
そ
の
まま
田
舎
に
持
ち
込
み 、

人
集め
を
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん。
全
国

共
通の
音
楽
を
肌で
感じ
る
の
は
素
晴

ら
しい
こ
とで
すが、
松
野
町
ら
し
さ、

森の
国ら
し
さを
前
面に
押
し
出
し、

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
ない
感
動
を
創
生

し
てい
くこ
と
が
必
要で
す。
借
り

物

の
芸
術
か
ら
自
分
達
が
創
り
出
す
芸
術

へ
の
脱
皮 、
甚
だ
困
難
な
作
業で
す
が、

こ
れ
が
今 、
森の
国
音
楽
祭
に
与
え
ら

れ
た
唯一
の
生き
残
り
戦
略
で
ある
と

恩
わ
れ
ま
す。

-
森
の
国
ガ
ラ
ス
工
房
圃

次
に、
松
野
町
が
地
域
おこ
し、
活

性
化
対
策の
先
導的
事
業と
し
て
取
り

組
ん
でい
る
ガ
ラス
工
芸
・
リ
サ
イ
ク

ル
事
業(
森の
国ガ
ラス
工
房)
に
つ

い
て
ご
紹
介し
ま
す。

こ
の
ガ
ラ
ス
工
芸
・
リ
サ
イ
ク
ル
事

業は 、
い
ま
若
者や
女
性
を
中
心
に
国

際
的
な
脚
光
を
浴び
つ
つ
あ
る
「

ガ
ラ

ス
工
芸」
と
世
界的
な
深
刻か
つ
緊
急

的
課
題 、
環
境
浄
化の一
分
野で
ある

資
源
再
利用
「ガ

ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ルL

の
組
合せ
によ
る
新しい
取
り
組み
で

あ
り 、
観
光
開
発と
産
業おこ
し、

店
街の
活
性
化 、
人
材の
養
成 、
環
境 商

問
題へ
の
先
駆
的
なモ
デ
ルパ
イロ
ッ

ト
事
業な
ど 、
魅
力
あ
る
町 ョつ
く
り
に

寄
与し
よ
う
と
進
め
てい
る
も
の
で
す。

ガ
ラス
工
芸
品
には 、
透
明
感 、
神

秘
性 、
そ
し
て
夢
やロ
マ
ン
が
あ
り、

本
町
の
緑
豊
か
な
自
然 、
清
流
の
イ

メー
ジ
に
もマッ
チ
し
ま
す。

四
国
西
南
地
域
には 、
本
格
的な
ガ

ラ
ス
工
房は
な
く 、
従
来
な
かっ
た
分

野を
導
入
する
こ
と
で 、
新た
な
物
と

人の
交
流
を
興
し、

松
野
町
に
新
しい

文
化
が
創
造
さ
れ
る
もの
と
大い
に
期

待も
さ
れて
い
ま
す。

圃
リ
サ
イ
ク
ル
・

ガ
ラ
ス
工
芸
・

松
野
町
で
は
年
間
約八
十 トヘ

週

聞
に一
・五 トンの
ガ
ラ
ス
類
が
廃
出
さ

れ
てい
ま
す
が、
こ
の
町
内
の
各
家
庭

か
ら
廃
出
さ
れ
た
不
燃
物
の
中の
空び

ん
を
リ
サ
イ
ク
ル
カ
1

で
回
収
し、
色

別
選
別 、
栓
取
り
浸
水 、
そ
の
後
ラベ

ル
取
り、
洗
浄
を
行い
粉
砕とい
う
工

程
で
作
業が
行
わ
れ
ま
す。

こ
の
工
房の
施
設 、
設
備は 、
旧
葉

た
ばこ
乾
燥
場の
建
物
(
七
O
O
平
方

灯)
を
改
装
し、
そこ
に工
房 、
加工
室 、

体
験
室 、
倉
庫 、
ショ
ー

ル
ー

ム、
ホ
ー

ル
な
ど
を
設
け 、
ガ
ラス
熔
解
炉 、
再

加
熱
炉 、
除
冷
炉二
基 、
遠
心
成
形
機 、

研
磨
機 、
切
断
機 、
サン
ド
ブ
ラ
ス
タ
l

機な
ど
を
設
置し
て 、
今
年の一
月
三

十一
日
に
オー
プン
し、
八
ヶ
月
が
経

過
し
た
とこ
ろ
で
す。

こ
の
問 、
土 、
日
曜
日
を
中
心
に、

五
月の
連
休 、
夏
休み
期
間
中
には 、

県
内
は
も
とよ
り
県
外
か
ら
も
大
勢の

方
に
来
館い
た
だ
き
ま
し
た。

運
営
面で
は 、
ガ
ラ
ス
工
芸
技
術
者

二
人
を
嘱
託
員
と
し
て
迎
え 、
助
手 、

販
売
員
等も
配
置し
て
経
営
に
あ
たっ

てい
ま
す。

そ
し
て
館
内で
は 、
リ
サ
イ
ク
ル
原

料
を
主と
し
た
オ
リジ
ナ
ル
ガ
ラ
ス
製

品、つ
く
り
ゃ 、
土・
日
曜日
を
利
用し

た
方
ラ
ス
工
芸
教
室
(
受
講
料
が
必

要) 、
工
房で
の
実
演
の
見
学 、
観
光

客や
小
中
学
生
等
を
対
象と
し
た
体
験

コ
ー

ナー
(
有
料) 、
ショ
ー

ルー
ム

で
の
ガ
ラ
ス
商
品
等の
展
示 、
販
売(工

房オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品、
国
内
外の
千六

百
種
類
に
及ぶ
ガ
ラス
商
品、
地
域
特

産
品、
手 cつ
く
り
品
等)
を
行っ
てい

ま
す。今

後の
課題と
し
て
は 、
地
域
特
産

品
と
結び
つ
けた
新
商
品の
開
発 、
人

材
育
成 、
第三
セ
ク
ターへ
の
経
営移

行 、
さら
に
土
木建
築
材
や
装
飾
品、

園
芸
用
品の
開
発 、
若
者が
定
着で
き

る
地
場
産
業の
育
成といっ
た
事
が
大

き
な
問
題
とい
え
ま
す。

O
森の
国ガ
ラス
工
房

.
休
館
日

毎
週
月
曜
日

開
館
時間

午
前九
時

l
午
後五
時
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西
条
の
未
来
に
願
い
を
込
め
て

私
達
制
西
条
青
年
会
議
所
の
メ
ン

バ
ー

は 、
西
条
が大
好
き
で、
こ
のふ

る
さと
が
将
来
にわ
たっ
て
豊
か
な
街

で
あ
り
続
け
る
事
を
願っ
て
い
ま
す。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
本
年 、
『ま

ち

が
美
術
館』
と
い
う
事
業
を
進
め
て
い

ま
す。こ

の
『ま

ち
が
美
術
館』
で
は 、
全

国
の
絵
画
に
関
心
を
持
ち 、
油
彩
画を

描
く人
た
ち
から
西
条
の
四
季
折々
の

自
然や
町
並み 、
市
民の
生
活
や
風
俗

な
ど
を
題
材と
し
た
油
彩
画を
公
募し

ま
す。
応
募
作
品は
人々
がた
く
さん

集ま
る
施
設や
商
店
街な
ど
の
市内
各

所
に
展
示し、
市
民
に
絵
に
表
現
され

た
西
条
を
鑑
賞し
て
頂
く
も
の
で
す。

市
民セ
ン
タ
ー

を
初
め、
銀
行 、
郵
便

局
そ
し
て
商
店
街の
店
頭ショ
l

ウイ

ン
ド
ウ
を
使
用
し
て
の
絵
画
展
示は 、

街
全
体
を
絵
画
の
美
術
作
品で
埋
め
つ

く
す、
文
字ど
お
り『ま
ち
が
美
術
館』

と
い
う
訳
で
す。

ア
l
卜

の
中
に
新
発
見

今
回は
二
回
目
で
す
が、
前
回、
私

た
ち
を
驚
か
せ
た
作
品
が
い
く

つ
か
あ

内，
±晶
、し
れ~ 。

そ
の一
つ
が
北
浜の
漁
港
の
風
景
で

す。
こ
こ
は
家
並
み
が
重
な
り
合
うよ

う
に
建て
込
み 、
そ
の
すき
聞
を
走
る

道
に
は 、
そ
こ
こ
こ
の
軒
先
ま
で
網や

浮
き
な
ど
の
漁
具
が
置い
て
あ
り
ま
す。

港
は
入
江
が
細
く
入
り
込
み 、
入
江
の

両
側
に
小
さな
漁
船
が
紬
先を
揃
え
て

所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で、

般
に
は
雑
然と

し
た
感
じ
で
受

i

け
取ら
れ
て
い

る
地
域
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す。
と
こ

ろ
が、
こ
の
よ
う
な
雑
然
と
し
た
風
景

が
絵
に
表
現
さ
れ
る
と
大
き
く
違っ
て

見
え
る
か
ら
不
思
議
で
す。
絵
の
中
の

北
浜
漁
港は
夕
日
に
照
ら
さ
れ、
何
十

般
と
な
く
漁
船
の
並
ん
だ
漁
港
が、
昼

間
の
喧
燥
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
も
明

日へ
の
活
力
を
秘
め、
一
日
の
疲
れ
を

癒し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
じ
を
覚
え

る
の
で
す。
風
景
画を
見
な
が
ら
感
じ

る
の
は
強
烈
な
人
間
臭
さと
いっ
た
思

い
で
す。

さら
に
禎
瑞
周
辺
の
水
辺
の
景
観 。

西
条
の
西
端
に
位
置し、
豊
か
な
農
村

地
帯
が
広
が
る
地
域
で
す。
市
域
の
中

で
も
端
の
方に
位
置
す
る
為 、
こ
こ
に

住ん
で
い
る
人々
以
外の
市
民
には 、

そ
の
場
所は
知っ
て
い
て
も
特
別
に
意

識
さ
れ
な
い
とこ
ろ
だっ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す。
そ
の一
角
に
幅二
十
か
ら

三
十
メー
ト

ル
程
の
水
路
の
合
流
する

と
こ
ろ
が
あ
り、
こ
こ
が一
枚
の
絵
に

表
現
さ
れ
ま
し
た。
こ
の
絵
を
通
し
て

観る
禎
瑞
は
豊
か
な
水
郷
に
浮
かぶ
農

村
で
し
た。
「

西
条
に
こ
ん
な
美
し
い

とこ
ろ
が
あっ
た
の
か」
と
い
う
の
が

私
達
メ
ンバ
ー

の一
致
し
た
最
初
の
感

想
で
し
た。
も
ち
ろ
ん
絵
の
作
者は 、

赤
屋
根を
黒
屋
根
で
表
現
し
た
り、
全

体
を
静
か
な
重
量
感
の
ある
タッ
チ
で

ま
と
め
て
い
ま
す。
し
か
し、
こ
の
絵

は
確か
に
禎
瑞
に
間
違
い
な
い
の
で
す。

こ
れ
を
契
機
に
禎
瑞
出
身
の
メンバ
ー

は
鼻
高々
で
す。
禎
瑞
ほ
ど
環
境
の
良

い
と
こ
ろ
は
他
に
無
く 、
人
情は
厚
い

し、
禎
瑞こ
そ
西
条
の
顔
だ
と
いっ
た

趣
に
なっ
て
ゆ
き
ま
し
た。

こ
の
他
に
も
市
民
の
森
か
ら
見た
市

街
地
の
全
景 、
加
茂
川
の
美
し
さ
を
描

い
た
も
の
な
ど
西
条の
再
発
見
と
い
え

る
も
のば
か
り
で
し
た。

8 

『
ま
ち
が
美
術
館』

が
ゆ
え
に

前
回の
二
百
点
の
作
品は 、
全
て
市

内
各
所に
展
示
さ
れ
ま
し
た。
私た
ち

が
絵
画
を
観
る
と
い
う
と
美
術
館
で
の

鑑
賞が
連
想
さ
れ
ま
す。
し
か
し
市
内

各
所で
の
絵
画
の
展
示は
美
術
館
で
観

る
絵
とは
違
い、
買い
物
や
散
歩
中
の

日
常
生活
の
中
で
自
然に
目
の
中
に
入

り、
芸
術
文
化
が
市
民
の
生
活レベ
ル



の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す 。
芸
術
文
化
は
美
術
館
に
行っ

て
鑑
賞
す
る
も
の
と
い
う
感
覚
か
ら 、

日
常
の
生
活
の
中
に
絵
が
あ
り 、

心
を

な
ご
ま
せ
て
く
れ
る 。
こ
ん
な
非
日
常

的
ゆ
と
り
が 、
一
時
的
に
も
演
出
で
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す 。

絵
の
テ
1

マ
も
西
条
に
ち
な
ん
だ
身

近
な
も
の
で
あっ
た
関
係
か
ら
関
心
を

呼
ぴ 、
市
民
の
反
応
も
展
示
と
同
時
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
大
変
好
評

だっ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す 。

勿
論
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く 、

主
催
す
る
側
と
観
る
側
と
描
く

側
の
三

者
の
内 、
描
く

側
に
は
申
し
訳
な
い
事

も
あ
り
ま
す 。
絵
画
を
通
し
た
作
者
の

自
己
表
現
は 、
そ
れ
な
り
の
舞
台
設
営

が
あっ
て
初
め
て
観
る
側
に
効
果
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
場
合
が
多
々
あ

る
か
ら
で
す 。
具
体
的
に
は 、
照
明
の

具
合
や
作
品
と
目
線
の
位
置 、
そ
し
て

作
品
の
背
景
な
ど
で
す 。
日
常
性
の
中

で
の
展
示
の
場
合 、
作
品
が
足
元
に
見

お
ろ
す
位
置
に
あっ
た
り 、

作
品
の
す

ぐ
横
に
赤
い
服
が
置
い
で
あっ
た
り
も

し
ま
す 。
作
者
に
は
大
変
申
し
訳
な
く 、

今
回
も
極
力
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
問

，僻戸、

題
で
あ
り
ま
す 。

こ
こ
ろ
の
ま
ち
づ
く
り

拙
西
条
青
年
会
議
所
は
二
十
才
か
ら
四

十
才
ま
で
の
青
年
経
済
人
で
構
成
す
る

団
体
で 、「
人
づ
く
り」「
ま
ち
づ
く
り」

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す 。
発
足
当
初

よ
り一
貫
し
て
『

明
る
い
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り』
に
向
け
て
活
動
し 、
本
年
は

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た 。

「
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り」
も
時
代
と

と
も
に 、
そ
の
内
容
を
変
化
さ
せ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す 。
経
済
的

豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
は一
応
の
水
準

を
み
た
現
在 、
こ
れ
か
ら
の
地
域
住
民

の
求
め
る
豊
か
さ
は
「

心
の
豊
か
さ」

と
考
え
て
い
ま
す 。
人
に
は
心
の
潤
い

や
情
感
豊
か
な
精
神
の
安
ら
ぎ
が
必
要

で
す 。
創
造
す
る
喜
ぴ 、
美
し
い
と
感

じ
る
喜
び 、
他
人
へ
の
い
た
わ
り
の
心 、

こ
れ
ら
が
心
の
豊
か
さ
だ
と
思
い
ま
す 。

西
条
市
で
は
国
や
県
か
ら
の
各
種
補

助
指
定
を
受
け
な
が
ら 、
水
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す 。
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
生

活
基
盤
の
整
備
と
併
せ
て
の
「

親
水
都

市
整
備
事
業」(
ア
ク
ア
ト
ピ
ア)
や「
ふ

周駅、

る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
河
川
事
業」

が
そ
れ
で
す 。

私
た
ち
は 、
こ
の
よ
う
なハ
l
ド

面

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
「

こ
こ
ろ」

を
加
え
た
「

明
る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り」
を 、
こ
の
『
ま
ち
が
美
術
館』
事

業
を
通
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
す 。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
こ
の
『
ま
ち
が

美
術
館』
は 、
油
彩
画
の
公
募 、
審
査

選
考 、
賞
の
授
与 、
一
般へ
の
公
開
展

示
と
い
っ
た一
連
の
流
れ
が
全
て
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん 。

応
募
作
品
の
制
作
取
材
の
為
に
西
条

に
来
ら
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
広
げ
る
画

家
の
方
々
と
市
民
と
の
交
流
も
考
え
ら

れ
ま
す 。
公
募
活
動
を
通
じ 、
西
条
市

の
P
R
も
行
わ
れ
ま
す 。

他
に 、
こ
の
事
業
に
関
連
し
た
各
種

の
活
動
も
予
定
し
て
お
り
ま
す 。
作
品

の
選
考
を
お
願
い
す
る
著
名
な
審
査
員

の
先
生
方
に
よ
る
来
西
機
会
を
拝
借
し

て
の
講
演
会
や 、
市
民
と
直
接
お
話
し

頂
け
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
予
定
し

て
お
り
ま
す 。
又 、
「

絵
に
な
る
街」

を
標
題
に
し
た
「

ク
リ
ー
ン
西
条」
運

動
の
推
進 。
こ
れ
は 、
こ
の
事
業
の
P な

ど

R
ポ
ス
タ
ー

の
図
柄
入
り
ゴ
ミ
袋
を一

般
に
配
布
し
て
環
境
美
化
を
呼
び
か
け

よ
う
と
す
る
も
の
で
す 。
そ
の
他 、
伊

予
の
青
石
を
使っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の

設
置
や
商
店
街
で
の
大
壁
画
作
成
も
進

め
て
い
ま
す 。

こ
れ
ら
の
事
業
は
地
域
の
人
々
や
行

政
の
御
理
解
は
も
と
よ
り 、

個
人 、
企

業
の
御
支
援 、
そ
し
て
全
国
の
絵
画
関

係
者
の
御
協
力
が
あっ
て
初
め
て
な
さ

れ
る
も
の
で
あ
り 、
こ
の
誌
面
を
お
借

り
し
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

十一
月
二
十
二
日
か
ら
の
市
内
展
示

に
は 、
ぜ
ひ
西
条
に
足
を
運
ん
で
頂
き一

ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す 。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記

に
お
問い
合
わ
せ
下
さ
い 。

制
西
条
青
年
会
議
所

宮
O
八
九
七
|

五
六
|

三
二
三
八
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〈
は
じ
め
に〉

近
年 、
人々
の
価
値
観
やラ
イフ
ス

タ
イ
ル
が
大き
く
変
化
し、
社
会
も、

生
産
中
心
か
ら
生
活
重
視へ
と
方
向
転

換
が
進
む
中 、
生
活
そ
の
も
の
の
質の

向上 、
特
に、
日
常
生
活の
中
に、
潤い 、

安
ら
ぎ、
美
し
さといっ
た
文
化
的
要

素が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
て
き
ま

し
た。今

治
市では 、
こ
う
し
た
時
代の
潮

流
に
対
応
し、
市
民
が
よ
り
楽
し
く、

よ
り
快
適
に生
活
し、
誇
り
や
生
き
が

い
を
実
感
で
き
る
ま
ちづ
く
り
を
目
指

し、
生
活
環
境
の
整
備
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー

ジ
に
応
じ
た
健
康
福
祉
の
充
実 、

教
育、
文
化の
振
興
を
図
る
な
どハ
ー

ド 、
ソ
フ
ト

両
面
から
幅
広い
施
策
を

展
開
し
てい
ま
す。

本
稿で
は 、
「

魅
力
ある
都
市
景
観

の
創
造」
に
向
けて
の
取
り
組み
状
況

に
つい
て
ご
紹
介し
たい
と
思い
ま
す。

〈
ま
ち
の
顔"
つ
く
り〉

今
治
市で
は 、
中
心
市
街
地
を
本
市

の
顔にふ
さわ
しい
魅
力
あ
る
空
間と

し
て
整
備
す
る
た
め、
昭
和
五
十
九
年

度
に、
四
国で
初
めて
建
設
省の
都
市

景
観
形
成モ
デ
ル
事
業
を
導入
し、
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

の
緑
化 、
カ
ラ
l

ブ

ロy
ク
化
な
ど
を
進
め
てい
ま
す。
こ

れ
ま
で
に、
今
治
駅
か
ら
今
治
港
に
至

る一 、
五
キロ
メ
ー
ト

ル
の
「
く
すの

木
通
り」
を
は
じ
め、
「

け
や
き
の
並

木み
ち」
「

ゃ
な
ぎ
の
並
木み
ち」
な

ど
の
特
色
あ
る
街
路
が
整
備
さ
れ、
周

辺
環
境
にマッ
チ
し
た
街
燈
やベ
ン
チ

な
ど
と
相
まっ
て 、
街
並み
に
個
性と

風
格
を
与
えてい
ま
す。

ま
た、
染
色
排
水
な
ど
で
汚
濁し
て

い
た
市
街地
を
流
れる
泉
川
と
金
星
川

の
均
化
作
戦
を
展
開
し、
清
流
を
復
活

させ
る
と
と
も
に、
親
水
広
場
を
整
備

し、
今で
は
鯉の
泳
ぐ

憩い
の
空
間と

し
て
地
域
住
民
や
買い
物
客
等の
好
評

を
得てい
ま
す。

こ
の
ほ
か、
橋の
デ
ザ
イン
化
や
市

営
住
宅
壁
面へ
の
レ
リ
ー

フ
設
置 、
広

場へ
の
彫
刻の
設
置
な
ど
魅
力
あ
る
ま

「柳の並木道」

〆-:�\1Pi\

ちの
顔 。つ
く
り
に
努
め
てい
ま
す。

〈
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
設
置〉

い
わ
ゆ
る
「

行
政
の
文
化
化」
を
進

め
る一
環と
し
て 、
昭
和
六
十一
年
度

に、
今治
市
デ
ザ
イ
ン
会
議
が
発
足
し

ま
し
た。
本会の
役
割は 、
市
が
作
成 、

設
置
する
ポ
ス
タ
ー

等の
印
刷
物、
看

板
等の
標
示
物、
公共
建
築
物、
更
に

民
間
建
築
物
等の
文
化
的 、
美
的
向上

を
図
るた
め、
各
課
か
らの
要
請
に
応

じ 、
各
種デ
ザ
イン
を
審
議 、
検
討
す

10 
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る
と
と
も
に、
既
存
の
公
共
施
設や
生

活
環
境に
つい
て
再
検
討
を
行い 、
問

題
を
提
起し
た
り
改
善
策
を
取
り
ま
と

め
るこ
と
で
す。

当
初は 、
絵
画
や
写
真 、
書
道 、
建

築
デ
ザ
イン
そ
の
他
芸
術
文
化
に
造
詣

、
が
深い
と
自
負
する
職
員
や
ひ
と
言
物

言わ
ず
にお
れ
ない
職
員の
十
七
名の

委
員で
発
足し、
手
さ
ぐ
り
で
各
種デ

ザ
イン
の
向上
を
図るべ
く
奮
闘し
て

い
ま
した。
そ
の
後 、
昭
和六
十
三
年 、

民
間の
有
識
者(
画
家 、
デ
ザ
イ
ナー 、

彫
刻
家 、
問
芸
家
ほ
か)
八
名の
方々

に
特
別
委
員と
し
て
参
画
頂き
機
能
の

充
実
を
図
り 、
以
来
「

文
化
的な
ま
ち

づ
く
りの
推進」
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
てい
ま
す。

〈
民
間
建
築
物
の
美
的
向
上〉

魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
の
形
成
に
向
け

て 、
民
間サ
イ
ド

か
ら
の
取
り
組み
を

促
進
する
た
め、
昭
和
五
十
九
年
に「
建

築
協
定
条例」
を
制
定
し
ま
し
た。
こ

れは 、
住
宅地
と
し
て
の
環
境や
商
店

街
と
して
の
利
便
性の
維
持
増
進
を
目

指
す
もの
で、
こ
れ
ま
で
に一
地
区で

は
あ
り
ま
すが、
本
協
定
によ
り、
優

れた
住
宅
環
境
が
形
成
さ
れてい
ま
す。

ま
た、
昭
和六
十二
年
度
に
は 、
都

市の
景
観
に
対
す
る
市
民
意
識の
高
揚

と
建
築
文
化の
水
準を
高
め
る
た
め、

四
国で
初
め
て
「

都
市
景
観
建
築
賞L

を
創
設
し、
魅
力
ある
ま
ち
並み
の
形

成
に
寄
与
す
る
優
れ
た
デ
ザ
イン
の
民

間
建
築
物
を
顕
彰
する
こ
と
と
致
し
ま

か
ら
港
に
至る
地
区
内
に
お
い
て 、

定の
建
物
等
を
新
築
あ
るい
は
増
改
築

す
る
際 、
計
画
の
段
階
か
ら
色
彩 、
外

観デ
ザ
イン
等
に
つい
て
助
言 、
指
導

を
行ない 、
今
治ら
しい

環
境
に
調
和

し
た
ま
ち
並み
づ
く
り
を
誘
導し
て
い

くこ
と
と
し
て
い
ま
す。

し
た。
そ
し
て 、
市
民
か
らの
推
薦
に

基づ
き、
先
に
紹
介し
た
デ
ザ
イン
会

議
が
審
査
を
行ないー 、
既
に
十
五
の
物

件
が
賞の
選
定
を
受
けてい
ま
す。

更
に、
平
成
二
年
度
に
は 、
「

都
市

景
観
形
成
誘
導
要
領L
を
制
定し、
歴

史
的
環
境
を
保
全
すべ
き
今
治
城
周
辺

地
区 、
並
び
に
市の
玄
関口
で
あ
る
駅

「都市景観建築賞」に
選定された建物

〈
お
わ
り
に〉

こ
れ
ま
で
市
街
地の
中
心
部を
横
断

し
交
通の
障
害と
な
り、

健
全
な
市
街

地
形
成を
阻
害
し
てい
た
鉄
道
を 、
延

長
二 、
六
キロ
メー
ト

ル
に
わ
たっ
て

高
架
化
する
「

予
讃
線
今
治
駅
付
近
連

続
立
体
交
差
事
業」
が
こ
の
程
完
成
し、

近
代
的な
デ
ザ
イン
の
新
駅
舎も
偉
容

を
見せ
て
い
ま
す。

ま
た、
鉄
道の
高
架
化
に
併せ
て
実

施
してい
る
駅
西
地
区の
土
地
区画
整

理
事
業
も
用
地の
先
行
取
得
を
終え 、

駅
東地
区
で
は 、
都
市
再開
発
事
業が

計
画
さ
れ
てい
ま
す。

一
方 、
海の
玄
関口
今
治
港
周
辺
で

は 、
「

ポ
l
ト

ル、不ッ
サ
ン
ス
幻」
と

銘
打っ
た
再
開
発
構
想
も
進
め
ら
れ、

海
・

陸
の
玄
関口
が一
新
さ
れ
る
日
も

そ
う
遠
く
あり
ま
せ
ん。

し
か
し
な
が
ら、
真
に
今
治
らしい

魅
力
あ
る
都
市
景
観の
創
造は 、
一
朝

一
夕
に
で
き
る
も
の
では
な
く 、

永い

年月
と
行
政
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力 、
そ
し

て
何
よ
り
も
地
域
の
構
成
員
で
あ
る

個々
の
企
業や
住
民の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
と
思い
ま
す。
今
後と
も
互い

に
連
けい
協
力し
な
が
ら、
二
十一
世

紀の
架
橋
都
市にふ
さわ
しい
先
進
的

な
都
市
整
備
に
努め
てい
か
な
け
れ
ば

な
ら
ない
と
職
員一
同
決
意
を
新た
に

してい
る
と
こ
ろ
で
す。

1 1  



夢
倶
楽
部
か
ら

事の
起
こ
り
は 、
か
れこ
れ
五
年
く

らい
前だ
と
思い
ま
す。
私
達 、
夢
倶

楽
部の
話
し
(
といっ
て
も
別
に
堅
苦

しい
もの
で
は
あ
り
ませ
ん)
の
中
で 、

「
島
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
トの

擁
壁
に
絵
を
描い
た
らど
う

だろ
う」
とい
う
話
題
が
出
た
事で
す。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら、
「

ま
た
そ
ん

な
こ
と
言っ
て 、
夢
倶
楽
部ら
L
V・-」

と
思っ
た
私 。
そ
ん
な
私
の
思い
とは

関
係な
く 、
「

そ
れ
面
白いL
「で

も
お

金
か
か
る
で」
寸

た
く
さ
ん
の
絵
を
描

い
て
壁
画の
島
にし
よ
う」
な
ど
と
話

が
けつ
こ
う
盛
り
あ
がっ
た
様
な
記
憶

が
ある
の
は
私だ
けで
しょ
う
か。

夢
を
ア
ー
ト
に

そ
れ
か
ら一
年
程
過
ぎた
頃 、
関
前

村
役
場で 、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

擁
壁
に
絵

を
描
く
とい
う
計
画が
あ
る
と
の
情
報

。
ヵ

...

 ずっ
と
心
の
中に
壁
画の
事
を
温
め

て
い
た
Y
くんは 、
そ
れ
な
ら
我々
夢

倶
楽
部
が
と、
早
速
役
場に
交
渉
に
で

か
け
ま
し
た。
そ
の
結
果 、
壁
画
製
作

の
企
画・
準備
を
私
達が
す
る
こ
と
に

なっ
た
の
で
す。
そ
して 、
壁
画
に
関

する
資
料や
情
報
集め
に
本
格
的
に
取

り
組み
ま
し
た。
ちょ
う
ど
近
く
で
は

広
島
市で
壁
画
製
作
を
し
て
い
る
事
を

知
り、
会
長も
広
島へ
行っ
て
現
場を

見
せ
て
も
らい 、
関
係
者の
方の
話
も

聞い
て
き
ま
し
た。
そ
の
結
果 、
実
際

に
絵
を
描
く
前の、
下
地
処
理
ま
で
の

工
程
が
か
な
り
大
変だ
とい
う
事
が
分

か
り
ま
し
た。
や
は
りそ
う
簡
単
には

い
かない
ん
だ
とい
う
こ
と
を
改め
て

感
じ
させ
ら
れ
ま
し
た。

そ
れで
も
自
分
達
で
や
り
始
めた
事

なの
で 、
途
中
で
投
げ
出
すわ
け
にも

い
か
ず::: 。
「

こ
ん
な
こ
と
で
本
当

にで
き
る
の
か
な
あ」
と
不
安の
方が

大き
くなっ
てい
ま
し
た。

次
に
下
絵は
ど
う
す
る
か
とい
う
問

題
が
出
て
き
ま
し
た。
「

自
分
達
で
描

く」
「一

般
の
人か
ら
募
集
する」
「

誰

か
画
家
に
依
頼
する」
な
ど
あ
り
まし

た
が、
な
か
な
か
良い
案
が
思い
つき

ま
せ
ん。
そ
ん
な
時 、
今
治
市
内の
建

設
現
場の
浪
板のバ
リ
ケ
ー
ド

に
絵
を

描い
てい
る
今
治
北
高
校の
美
術
部の

生
徒
達
を
偶
然
に
見
た
事
か
ら、
トン

ネ
ル
を
抜
け
出
す
事
がで
き
ま
し
た。

今
治
北
高
校
美
術
部
顧
問の
小
田
先
生

に
出
会
え
た
事
は
本
当に
ラッ
キー
で

し
た。
小
田
先
生
に
壁
画の
相
談
をし

た
と
こ
ろ 、
先
生と
美
術
部の
生
徒
さ

ん
達
が
壁
画
製
作
に
協
力
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た。
そ
し
て 、
絵の

題
材は
岡
村
島
に
昔
か
ら
伝わる
悲
話

「お
汐
亀
松」
に
決
定
し
ま
し
た。
い

よい
よ
壁
画
製
作
の
実
現
に
近づい
て

き
た
とい
う
感じ
で
し
た。

12 

壁
画
製
作
の
四
日
間

そ
れ
か
ら
ま
た
月
日は
流
れて 、
九

十
年の
夏 、
壁
画
を
描
くコ
ン
ク
リ
ー

ト
壁
の
場
所や
大
き
さ、
作
業日
程
も

決
ま
り、
絵
を
描
く日
程
に
合
わ
せ
て 、

現
場の
足
場
組み
と
下
地
処
理
を
専
門

の
業
者
さん
に
し
て
も
らい
ま
し
た。

八
月
七
日、
今
治
北
高
校の
小
田
先

生と
美
術
部の
生
徒
さん、
新
居
浜工

業
高
校の
秦
先
生
(こ
の
方は
小
田
先

生の
友人で
快
く

協
力
し
て
く
れた
の

で
す)
と
美
術
部の
生
徒
さん、
松田

社
長
さん
達
が
来
村 。
「

よ
う
や
く

壁

画
を
描
け
る
よ
う
に
なっ
た
ん
だ
な

あ」
と
実
感
し
ま
し
た。

八
月
八
日、
ま
ず
は
下
描き。
二
五

m
×・一
Om
と
い
う
大
き
さの
白い

キャ
ンパ
ス
(
下
地
処
理
された
部
分

は
真
白)
に、
黒い
線で
序々
に
下
描

き
が
で
き
てい
き
ま
す。

「|JU引っJ|」

小
田
先
生や
秦先
生の
一

4口、

指
導の
も
とで
高
校
生

達は
と
て
も
上
手
に
描

い
てい
ま
し
た。
私
が

予
想し
てい
た
よ
り
も



随
分
早
く
下
描
き
が
で
き
た
様で
す。

「
見て
い
る
分
には
簡
単
そ
う
だ
けど

難
し
い
ん
だ
ろ
う
な
あ。
私
に
は
と
て

も
で
き
そ
う
も
な
い」
と
思い
ま
し
た。

八
月
九
日、
十
日
は
彩
色
と
仕上
げ 。

白い
壁
面の
キャ
ン
パ
ス
に
下
描き
の

里…
い
線の
み
だっ
た
の
が
彩
色
さ
れて

い
く
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
変
わっ
て
い

き
ま
す。
原
画
で
見
た
色
以
上
に
鮮や

か
な
感
じ
で
し
た。
彩
色の
時
に
は 、

松
田
社
長
さん
が
つ
きっ
き
り
で
色の

調
合
を
し
て
下
さい
ま
し
た。
私は
下

か
ら
見
て
る
だ
け
で
し
た。
(
実は
絵

を
描
くの
は
苦
手で 、
色
彩
感
覚
もよ

く
な
い
の
で:・)
そ
の
う
ち
小
田
先
生

と
秦
先
生
の
す
す
め
と、
夢
倶
楽
部の

メ
ンバ
ー

達
も
描
い
て
い
た
こ
と
も
あ

り、
「じゃ

あ
私
も
少
し
だ
け
で
も
描

い
て
み
よ
う」
と、
塗
料の
缶とハ
ケ

を
持っ
て
参
加
し
ま
し
た。
組
ま
れた

足
場
に
上
が
る
と、
けつ
こ
う
高い
し

傾
斜
も
あっ
て 、
下
を
見る
と
か
な
り

恐
かっ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す。
「み

ん
な
こ
ん
な
所で
よ
く

描
いて
る
!」

と
思い
つ
つ、
ま
ず
は
ト
ラ
イ。
初め

は
簡
単
な
所
か
ら
色
を
塗
り
ま
し
た。

や
り
始
め
る
と
今
度は
けつ
こ
う
面
白

く
なっ
て 、
しっ
か
り
楽
しん
で
し
ま

い
ま
し
た。
こ
う
し
て
とて
も
暑い
四

日
間
で 、
た
く
さ
ん
の
人
達
の
手
に

よっ
て
よ
う
や
く

壁
画
がで
き
あ
が
り

ま
し
た。
完
成し
た
壁
画の
前で
全
員

の
記
念
写
真 。
み
ん
なの
V
サ
イ
ン
と

パ
ン
ザ
イ
は
当
然の
こ
と
で
す。
本
当

にみ
な
さん、
お
疲
れ
様で
し
た。

壁
画
の
島
に

完
成し
た
壁
画
をみ
る
度 、
私は
自

分の
描い
た
部
分
を
必
ず
見
ま
す。
そ

し
て 、
絵
全
体
か
ら
す
れ
ば
ほ
ん
の
小

さな一
部
分
だ
けど 、
確
か
に
自
分で

描
い
た
所
が
ある
と
い
う
だ
けで 、
な

ん
だ
か
と
て
もい
い
気
分
に
な
り
ま
す。

ほ
ん
の
少
し
だ
け
描
い
た
私で
さえ
こ

う
思
う
の
だ
か
ら、
一
生
懸
命に
描い

て
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
高
校
生の
み

ん
な
は 、
もっ
と
深
い
思い
が
あ
る
と

思
い
ま
す。
高
校
生
活で
の
良い
思
い

出の
ひ
と
つ
に
なっ
て
く
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す。
こ
れ
を
きっ
か
け
に
し
て 、

ま
た
島
に
も
遊
び
に
来て
ほ
し
い
と
も

思っ
て
い
ま
す。

今
回の
壁
画
製
作
に
あ
たっ
て
は 、

村
内
外の
た
く
さん
の
人々
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た。
決
して一
人
や
二
人

で
は
で
き
な
かっ
た
事
で
す。
当
然で

す
が
多
くの
人
に
支
え
ら
れ、
助
け
ら

れ
て
完
成
ま
でこ
ぎ
つ
けた
の
で
す。

で
もこ
の
壁
画は
ま
だ
出
発
点
に
す
ぎ

ま
せ
ん。「
壁
画の
島」
の
夢に
向
かっ

て
は
ま
だ
ま
だ
始
まっ
た
ば
か
り
で
す。

こ
れ一
回き
りで
終わっ
て
し
まっ
て

は
い
けない
の
で
す。
さし
あた
り、

今
回
都
合
で一
部
省
略
された
部
分
を

描
き
加
え
る
事
が
当
面の
目
標
で
す。

準
備 、
そ
の
他
予
算
等 、
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
い
け
ない
事は
ま
だ
山
積み
で

す。
一
度
ゃっ
た
経
験
を
生
か
し
て 、

前
回
以
上
に
い
ろ
ん
な
人
達
と
いっ

しょ
に、
特
に
地
元の
人
達
も
もっ
と

巻き
込
ん
で
や
れる
よ
う
に
工
夫した

い
と
思っ
て
い
ま
す。

あの
九
十
年
夏
か
ら
も
う
二
年
余
り。

月
日
の
経
つの
は
本
当
に
早い
もの
で

す。
壁
画は
今も
瀬戸
内の
海を
見
つ

め
て
い
ま
す。
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言念

後

追

珠

山山

城

の

再

生

に

ま

ち

づ

く

け

Jコ

い

て

考

え

る
(

E
)

村
上

-1

追

珠

比

成

の

重

要

な

機

能

||

愛
媛
県
に
お
い
て
も
過
疎
地
域
は

トー
タ
ル
に
み
れ
ば、
様々
な
面で
県

の
かな
り
の
部
分
を
占め
て
い
る 。
一

九
九二
年
現
在 、
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れてい
る
市
町
村
数は
四
三
で 、
こ
れ

は
県の
市
町
村
数の
六一
%
に
相
当
す

る 。
九
O
年デ
l
タ
で
は 、
過
疎
地
域

の
総人口
は
二
九
三 、
六四
回
人で
県

人口
の一
九
%
に
と
ど
ま
る
が、
総
面

積で
は
県の
過
半
を
占め
五
七
%
に
な

る 。
過
疎の
市
町
村の
多
くは 、
もと

も
と
農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
地
域

で
あり
当
然
と
もい
え
よ
う
が、
経
営

耕
地
面
積(
四
九
%) 、
林
野面
積(六

一
%) 、
農
業
競
業人
口
(
四
六
%) 、

第一
次
産
業
総
生
産
(八
九
年 、
四

七
%)
等の
対
県
シェ
ア
にみ
ら
れる

よ
う
に、
第一
次
産
業に
関
連
する
指

松
山

大

学
経

詩
学

部
長

標
を
中
心
に、
過
疎
地
域の
シェ
ア
は

か
な
り
大き
く 、

軽
視で
き
ない
こ
と

が
分
か
る 。

と
こ
ろ
で
過
疎
対
策
によっ
て 、
過

疎
地
域の
農
林
業の
地
位は
上
昇
し
た

の
で
あろ
う
か。
山
村に
典
型
的
にみ

ら
れる
よ
う
に、
過
疎
地
域
に
は
傾
斜

地
の
棚
田 、
谷間の
狭
障な
水
田 、
住

宅
か
らの
距
離
が
遠い
田
畑な
ど一
般

的
に
様々
な
面で
条
件の
良
く
ない
農

地
が
多い 。
い
わ
ば
過
疎
地
域の
農
業

は
限
界地
的
性
格
が
強
く 、
本
来
的
に

効
率性 、
収
益
性の
モ
ノ
サ
シ
に
は
な

じ
み
に
くい
産
業な
の
で
ある 。
に
も

か
か
わ
ら
ず 、
高
度
成
長
期以
降一
貫

して 、
と
り
わ
け
食
管
法の
改正 、
農

産
物の
輸
入
自
由
化
枠
拡
大
な
ど
内
外

か
ら
日
本
農
業へ
の
圧
力
が
増
幅
す
る

え
美

過
疎地
域の
農
業
に
対
し
て
も

地
域
的ハ
ン
ディ
を
無
視
し
て一
律に、

国
際
競
争
力や
高

収
益
性
が
要
求
さ

れ
て
き
た。

中で 、

上 、
八
0
年
代
に
入っ
て
死
亡
者
数
が

出
生
者
数
を
上
回
る
かた
ち
の
人
口
減

少 、
い
わゆ
る
自
然
減
過
疎を
発
生
さ

せ
る
ほ
ど
に
高
齢
化が一
段と
進
行し、

過
疎地
域の
農
林
業の
担い
手不
足
は

極
限
に
近づ
き
つ
つ
ある 。
愛
媛
県に

おい
て
も、
過
疎地
域の
高
齢
化は
深

刻で
ある 。
九
O
年の
高
齢
者比
率で

は 、
全て
の
過
疎
町
村
が
県
平
均
を上

回っ
て
お
り、
二
五
%
以
上
の
超
高
齢

化
町
村も
人口
減
少
率の
目
立
つ
過
疎

14 

そ
の

表
1愛

媛
県
に
お
け
る
高
齢
者
比
率
の
高
い
町
村

順位
高齢者比率 人口減少率

市!IIJ材名 (65才以上人口比率) (1970-90年)(1990年)
1970年 1980年 1990年 順 位

1 関前村 17.1 % 25.3% 35.6% 10 

2 大三島町 16.3 22.6 32.0 13 

3 柳谷村 15.2 21.0 31.3 4 

4 瀬戸町 15.9 20.8 29.2 9 

5 広田村 13.8 21.5 28.8 6 

6 上浦町 15.9 19.7 28.7 17 

7 美川村 13.1 19.0 28.4 3 

8 魚 島 村 14.1 18.1 27.6 8 

9 河辺村 11.7 17.2 27.4 7 

10 面河村 13.2 19.8 27.3 2 

11 吉海i町 15.9 21.2 26.9 

12 中島 町 14.5 18.6 26.5 15 

13 三崎町 13.6 19.2 26.45 11 

14 明浜町 13.9 19.6 25.6 

15 小 田 町 11.7 17.1 25.1 12 

県平均 9.4 11.6 15.4 / 
， 



三支言念

町
村
を
中
心
に一
五
を
数
え
る 。(
表一

参
照) 。
こ
の
よ
う
な
農
業
の
諸
環
境
や

主
体
的
条
件
の
悪
化
の
も
と
で 、
将
来

に
展
望
を
も
て
な
い
農
家
が
増
え 、
耕

作
放
棄
が
目
立
つ
よ
う
に
なっ
た 。
と

り
わ
け 、
こ
の
五
年
間
の
耕
作
放
棄
地

の
増
加
は
著
し
い 。
農
業
就
業
人
口
の

減
少
率(一
九
七
O
l

九
O
年)
も
高
く 、

二
四
の
過
疎
町
村
が
県
平
均(
四
三
%)

を
上
回
り 、
そ
の
う
ち
二
町
村
は
九

O
%
以
上
の
減
少
と
なっ
た 。
ま
た 、

第一
次
産
業
総
生
産
に
つ
い
て 、
七
O

年
と
八
九
年
を
比
較
し
て
み
る
と 、
県

内
の
過
疎
町
村
の
う
ち
対
県
シ
ェ
ア
が

増
加
し
た
の
は
九
町
村
で 、
他
の
多
く

の
町
村
は
シ
ェ
ア
が
低
下
し
て
い
る 。

こ
の
間
の
県
の
第一
次
産
業
総
生
産
の

全
産
業
総
生
産
に
対
す
る
比
率
が
半
減

し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と 、
全
産
業
か

ら
み
て
シ
ェ
ア
が
増
加
し
た
と
思
わ
れ

る
の
は
二 、
三
の
町
村
の
み
と
な
る 。
い

ず
れ
に
せ
よ 、
過
疎
地
域
の
農
林
業
は

一
部
の
例
外
的
な
ケ
l

ス
を
別
に
す
れ

ば 、
そ
の
地
位
を
大
幅
に
ダ
ウ
ン
さ
せ 、

総
退
却
と
も
い
え
る
状
況
な
の
で
あ
る 。

こ
う
し
た
中
で
近
年 、
大
都
市
を
中

心
に 、
そ
の
住
民
の
た
め
の
廃
棄
物
処

河野チ

理
施
設 、
福
祉
施
設
等
が
高
地
価
や
用

地
不
足 、
と
り
わ
け
住
民
の
強
い
反
対

で
建
て
ら
れ
ず 、
結
局
遠
く

離
れ
た
過

疎
地
域
に
設
置
さ
れ
る
現
象
が
増
え
て

い
る 。
四
園
地
域
に
も 、
こ
う
し
た
事

例
が
あ
る
ミ

大
都
市
か
ら
の
オ
ー

バ
ー

フ
ロ
ー

は
生
産
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
か

ら
生
活
分
野
に
広
が
っ
て
き
た」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
今
後
さ
ら
に
都
市
の
高

齢
者
施
設 、
医
療
施
設 、
子
供
の
教
育

施
設
な
ど
の
過
疎
地
域へ
の
分
散
が
予

想
さ
れ
る
(
安
東
誠一
『

地
域
経
済
改

革
の
視
点』
中
央
経
済
社 、
一
九
九一

年 、
一
0
ペ
ー

ジ) 。
原
子
力
発
電
所

等エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
施
設
の
誘
致
や
外

来
的
リ
ゾ
ー
ト

開
発
の
経
験
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
都
市
部
か
ら
「

オ
ー

バ
ー

フ
ロ
ー」
し
た
施
設
は
農
林
業
や
地
場

産
業
と
の
連
関
効
果
も
地
元へ
の
雇
用

効
果
も
極
め
て
小
さ
く 、

過
疎
の
農
山

村
の
再
生
に
寄
与
す
る
と
は
思
わ
れ
な

い 。
長
期
的
に
み
れ
ば
迷
惑 、
危
険
や

経
済
的
負
担
だ
け
が
残
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
の
で
あ
る 。

「
農
林
業
は
日
本
の
農
業
生
産
を
行

い
な
が
ら 、
同
時
に
国
民
が
不
可
欠
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
生
み

紙季、

出
し
て
い
る 。
自
然・
国
土
保
全
機
能 、

人
格
形
成・
教
育
機
能 、
保
健・
休
養

機
能
等
が
そ
れ
で
あ
る」
(
農
村
開
発

企
画
委
員
会
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の

条
件
不
利
地
域
対
策」
所
収
の
永
田
恵

十
竪嗣
文
『

農
村
工
学
研
究』
四
九
号 、

一
九
九一
年) 、
「

森
林
が
人
間
の
精

神・
肉
体
両
方
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

よっ
て
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
と
向
上

に
寄
与
し 、
人
間
生
活
の
福
祉
と
健
康

と
に
効
果
の
あ
る
も
の
で
他
の
何
物
に

も
置
き
換
え
ら
れ
な
い
森
林
に
固
有
な

本
質
的
な
効
果
で
あ
る 。
快
適
性 、
保

健 、
風
致 、
教
育
な
ど
が
こ
れ
に
相
当

す
る」
(
只
木
良
也
『

森
と
人
聞
の
文

化
史』
日
本
放
送
出
版
協
会 、
一
九
八

八
年)
等
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に 、
農

林
業
や
森
林・
耕
地
は
単
に
食
料
や
資

源
を
供
給
す
る
と
い
う
役
割
に
と
ど
ま

ら
ず 、
本
来
的
に
多
様
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る 。
し
か
も 、
教
育・
教
養
機

能 、
保
健・
休
養
機
能
な
ど
は
代
替
不

可
能
な、
い
わ
ば 、
か
け
が
え
の
な
い

機
能
で
あ
る 。
水
田
の
国
土
保
全
(
治

水)
の
機
能
な
ど
他
の
政
策
手
段
(
ダ

ム
等)
で
代
替
し
う
る
も
の
で
も 、
比

較
す
れ
ば
水
田
が
は
る
か
に
経
済
的
と

い
う
試
算
も
あ
る 。
い
ず
れ
に
せ
よ 、

農
山
村
は
農
林
業
を
基
幹
産
業
と
し 、

森
林
等
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

国
民
的
に
重
要
な
か
け
が
え
の
な
い
機

能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る 。

様
々
な
意
味
で
危
機
的
状
況
に
あ
る
過

疎
地
域
の
農
山
村
も
当
然
に 、
こ
う
し

た
面
で
少
な
く
な
い
貢
献
を
し
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る 。
問
題
と
な
る

の
は
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト

が
農
山
村
や
農

林
業
の
み
の
負
担
と
なっ
て
い
る
こ
と 、

過
疎
地
域
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い

と
い、つ
こ
と
で
あ
る 。

「
過
疎
化
す
る
源
流
山
村
の
自
然
や

山
河
を
生
産
的
に
守
る
こ
と
の
大
切
さ

困
難
さ
は
国
民一
般
に
も
ま
す
ま
す
理

解
さ
れ
難
く
なっ
て
い
るL
(
乗
本
吉

郎
『

過
疎
再
生
の
原
点』
日
本
経
済
評

論
社 、
一
九
八
九
年 、
二
四
七
ペ
ー

ジ)

と
い
わ
れ
る
よ
う
に 、
近
年 、
農
山
村

や
農
林
業
に
つ
い
て
の
無
知
や
無
理
解

が
拡
が
っ
て
い
る 。
そ
れ
故 、
都
市
住

民
と
り
わ
け
青
少
年
に
農
林
業
の
現
状

や
過
疎
地
域
の
重
要
な
機
能
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
過
疎
地
域

再
生
の
た
め
の
前
提
と
い
え
よ
う 。

15 
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水一読れか交わり、

マ

は
じ
め
に

ム

第八
回
水
郷
水
都
全
国
会
議が、
夏

真っ
盛
りの
八
月一
日
か
ら
二
日
に
か

け 、
新
潟
市で 、
全
国
各
地
の
水
環
境

の
保全
・

再
生
に
取
り
組ん
で
い
る
七

十
団
体 、
約七
百
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れた。

こ
の
水
郷
水
都
全
国
会
議は一
九
八

四
年 、
琵
琶
湖の
環
境
対
策
に
取
り
組

む
滋
賀
県
の
呼
び
か
け
で
聞
か
れ
た

「
第一
回世
界
湖
沼
環
境
会
議」
で
採

択
され
た
「

琵
琶
湖
宣
言」
の
精
神を

実
現
す
る
た
め
に、
こ
の
会
議
に
参
加

し
た
圏
内の
住
民
運
動の
代
表
者た
ち

が
話
し
合
い、
結
成した
もの
で
す。

翌
年の一
九
八
五
年
に、
松
江
市で

第一
回全
国
大
会
を
聞い
て
以
来 、
土

浦
市 、
富
士
市 、
中
村
市 、
柳
川
市 、

小
山
市 、
高
槻
市と
毎
年
開
催
さ
れて

き
た。こ

の
大
会
は
開
催
地で
進
め
ら
れて

い
る
住
民
や
自
治
体の
運
動
を
鼓
舞
す

る
結
果
を
もた
ら
し、
た
と
え
ば
宍
道

湖
・

中
海の
淡
水
化
中
止
の
決
定
な
ど

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す。

大会
の
討
議で
取
り
上
げ
る
水
環
境

も、
湖
沼
を
は
じ
め
河
川 、
海
域 、
都
市 、

地
下
水な
ど
と、
年々
そ
の
対
象を
拡

大
し
て
お
り、
その
討
議
を
通じ
て「
親

水
権の
思
想」
な
ど 、
運
動の
基
盤
と

な
る
価
値
観の
内
容
も
豊
か
に
なっ
て

い
る 。

マ

「
阿
賀
に
生
き
る」

ム

水
郷
水
都
全
国
会
議
に
先立
ち 、
映

画
監
督
佐
藤
真
さん
等
七
人の
ス
タッ

フ
が
三
年
間
阿
賀
野
川
流
域の
民
家
を

借
り
受
け 、
阿
賀
野
川
流
域
に
生き
る

人々
の
生
活
と
暮
ら
し、
文
化
を
撮
り

続
けた
記
録
映
画
「

阿
賀
に
生
き
る」

が上
映
さ
れた。

地
元
の
人た
ち
は 、
阿
賀
野
川の
こ

と
を
親
し
み
を
込
め
て
『

阿
賀』
と
呼

ぶ 。
こ
の
映
画の
主
役は
そ
の『阿
賀』

に
生
き
た
三
組の
老
夫
婦の
毎日の
生

活
や
『

阿
賀』
流
域の
美
し
い
自
然で

あ
り、
そ
れは
我々
に
何
か
郷
愁
を
誘

う
映
像で
あっ
た。

し
か
し

二
方で
は
こ
の『
阿
賀』
が、

今
な
お
訴
訟
の
続い
て
い
る
新
潟
水
俣

病
の
源で
あ
る
と
い
う
現
実も
映
し
だ

し
て
い
た。

マ

基
調
講
演

ム

こ
の
新
潟
大
会
の
実
行
委
員
長で
あ

り、
新
潟
大
学工
学
部
教
授の
大
熊
孝

氏よ
り
「

水
辺づ
く
りの
原
則」

し
て
基
調
講
演が
な
された。

氏によ
る
と
「

自
然とい
う
と
原
始

の
自
然
を
思い
浮かべ
る
が、
こ
の
地

球
には
も
は
や
限
ら
れた
所
にし
か
存

在
し
な
い。
自
然の
循
環、
発
展
を
損

な
わ
な
い
限
り
人
間の
介入
が
あっ
て

も、
そ
れは
自
然なの
で
ある 。
い
わ

ば
人
間
と
自
然
との
交
流
が
あっ
て
始

め
て
自
然が
存
在し、
自
然が
美
し
く

保た
れるの
で
ある 。
とこ
ろ
が、
近

代
的
科
学
技
術
が
発
達
し
て
以
後 、

我々
は
自
然
を
克
服と
利用の
対
象と

16 
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し
て
し
か
み
て
こ
な
かっ
た。
克
服と

は
自
然
災
害に
対
する
克
服
で
あ
り、

利
用
と
は
資
源の
収
奪と
廃
棄
物の
投

棄な
ど
で
ある 。
地
球
規
模で
の
環
境

問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れて
い
る
昨
今 、

こ
の
問
題はム
ユ
度
反
省し
て
考え
て

み
る
必
要
が
ある
と
同
時
に、
今
後は

再
び
自
然
と
人
聞
が
交
流
し
て
生
命
が

豊
か
に
循
環
する
自
然
を
残
し
てい
く

必
要
が
ある」
とい
う
こ
と
で
あっ
た。

我々
は 、
自
然
とい
え
ば
人の
手が

入っ
てい
ない
も
の
と
思い
が
ち
で
あ

る 。
し
か
し、
良い
意
味で
の
自
然へ

の
接
触 、
すな
わ
ち
人
間
と
自
然
と
の

交
流
とい
う
点
を
考
え
れ
ば、
自
然へ

の
介
入
も
必
要で
ある
とい
う
こ
と
で

ある 。以
上の
こ
と
を
前
提
に
考
えた
水
辺

づ
く
りの
原
則
とは
何か・・・・?

・
水
辺
周
辺
の
土
地
を
可
能
な
か
ぎ
り

公
共
用
地
と
して
買
収

・
生
物
にや
さしい
工
法の
採用

-
水
辺
に
必
然
性の
あ
る
もの
は
人工

物で
も
尊
重

-
水辺
に
必
然
性
の
ない
も
の
は 、
水

辺
の
生
態や
景
観
を
良
く

す
るこ
と

を
条
件
に
許
可

-
水
質
を
泳
げ
る
ほ
ど
き
れい
に

マ

分
科
会

ム

分
科
会で
は 、
第四
分
科
会
「

水と

と
も
に
生き
る
文
化と
生
活」
と
第
七

分
科
会
「

水
辺
を
生
か
し
た
都
市
開

発・
地
域づ
く
り」
に
参
加
し
た。

二
つの
分
科
会
の
事
例
発
表の
多
く

は 、
水
辺
環
境
を
良
くし、
未
来へ
と

引
き
継い
でい
く
た
め
に
草の
根で
活

動し
てい
る
ボ
ラン
ティ
ア
の
人
で
あ

り、
や
は
り

我々
が
生
きてい
くた
め

に
欠
か
すこ
と
の
で
き
ない
『

水』
に

つ
い
て 、
多
く
の
人
た
ち
が
関
心
を

持っ
てい
る
の
だ
とい
う
こ
と
を
新た

め
て
認
識
する
こ
と
が
で
き
た。

第四
分
科
会
で
は 、
湧
水の
復
活の

た
めの
運
動や 、
今
あ
る
東
京の
井
戸

を
残
すた
めの
運
動 、
さら
には
水
辺

の
景
観
を
良
く
し
た
り、
再
認
識
し
た

り
する
生
活
に
密
着
し
た
事
例
が
発
表

さ
れた。

第七
分
科
会
の
多
くの

事
例
発
表の

中で 、
地
元
新
潟
市の
掘
割
復
活へ
の

運
動
を
し
てい
る
事
例
が
紹
介
された。

日
本
第一
と
第三
の
水
量
を
誇る
信
濃

川
と
阿
賀
野
川の
河口
の
街・
新
潟
市

は
か
つ
て
掘
割
が
縦
横
無
尽に
走
り、

古
く
か
ら
「

水の
都」
と
し
て
栄
え
た

所で
あ
る
が、
昭
和三
十
九
年
に
埋
め

立
て
ら
れ、
今そ
の
面
影
は
な
く
なっ

て
い
る 。
こ
の
掘
割
を
復
活
す
れ
ば、

観
光
資
源と
し
て 、
ま
た
市
民の
憩い

の
場
と
な
る
親
水
公
園と
し
て 、
大
き

な
財
産
と
な
る
で
あろ
う
とい
う
こ
と

で
あっ
た。新

潟
市
には
信
濃
川
と
阿
賀

野
川
を
結ぶ
運
河
が
あ
り、
こ
の
運
河

を
利
用
して
水上パ
ス
を
運
航
す
れ
ば、

観
光
資
源と
な
る
の
で
は
とい
う
提
案

も
あっ
た。

新
潟
市
には
信
濃
川 、
阿
賀
野
川と

い
う
日
本
有
数の
大
河
が
あ
る
に
も
か

ま
た、

日本第一の大河「信濃J IIJ 

か
わ
ら
ず 、「
水の
都」
とい
う
イ
メー

ジ
は
な
かっ
た。
掘
割
や
運
河
といっ

た
も
の
を
う
ま
く
開
発
す
れ
ば、
「

水

の
都」
と
し
て
新
た
な
新
潟
市へ
と
生

ま
れ
変わ
る
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か。

マ

ま
と
め
集
会

ム

各分
科
会の
ま
と
め
が
発
表
さ
れた

後 、
第八
回
水
郷
水
都
全
国
会
議
・

新

潟
宣
言
が
採
択
さ
れ
た。

折し
も、
六
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
聞
か

れた
「

地
球サ
ミッ
トL

後の
地
球
環

境
問
題
注
目の
中で
の
会
議で
あっ
た

が、
各分
科
会で
見
ら
れた
特
徴は 、

ほ
と
ん
ど
が
住
民
によ
る
環
境
保
全
活

動な
ど
の
内
容
発
表の
中で 、
住
民と

行
政
が
協
力し
て 、
新
しい
自
然
環
境

創
造に
向
かっ
てい
る
事
例
が
報
告
さ

れ
たこ
とで
ある 。

空
気と
同じ
よ
う
に、
ま
だ
ま
だ
無

尽
蔵の
資
源で
あ
る
と
恩
わ
れて
はい

る
が、
人
間
に
とっ
て
欠
か
すニ
との

で
き
ない
『水』

の
存
在と
我々
の
暮

ら
し
に
潤い
と
安ら
ぎ
を
恵
んで
く
れ

る
重
要
性
を
新
め
て
確
認した
大
会
で

あっ
た。
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全国 自 治体政策研究交務会議&

全国自 治体学会か ら

誠 一上 ノ 国研究員

加
賀
百
万
石
|金

沢 。
前
田
家
十
四

代二
百
八
十
年
にわ
たっ
て
築き、
受

け
継が
れ
た
風
格
を
今
に
伝
え
る 。
加

賀
友
禅 、
金
沢
漆
器 、
金
箔工
芸
等 、

歴
史
を
超
えて
さま
ざ
ま
な
文
化
が
息

づ
くと
と
も
に、
雅
を
伝え
る
伝
統
工

芸の
ま
ち
と
もい
え
る 。
金
沢は 、
そ

う
し
た
歴
史
的
特
性
をふ
ま
え 、
全
国

に
先
駆
けて
昭
和
四
十三
年
に
伝
統
的

環
境
保
存
条例
を
制
定
し、
開
発
と
保

存の
両
立
を
図
り
な
が
ら
学
術
文
化
都

市づ
く
り
を
進
め
てい
る 。

そ
ん
な
金
沢で
残
暑
厳しい
八
月
二

十
八
日(
金)
か
ら
二
日
間
開
催
さ
れ
た

第九
回
全
国
自
治
体政
策
研
究
交
流
会

議
と
第
六
回
全
国
自
治
体
学
会
に
参
加

し
ま
し
たの
で
報
告
し
ま
す。

自
治
体
政
策
研
究
交
流
会
議

現
在 、
「

デ
ザ
イン
の
時
代」
と
い

わ
れ 、
多
方
面
で
デ
ザ
イン
とい
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し、
実の
と
こ
ろ
私
た

ち
も
分
り
きっ
た
よ
う
に口
に
する 。

デ
ザ
イン
は 、
一
般
的にモ
ノ
の
色

彩や
形
状
を
示
す
「

意
匠」
とい
う
よ

う
なニ
ュ
ア
ン
ス
で
用い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が、
近
年
「

暮ら
し
を
デ
ザ
イン

する」
「

地
域
を
デ
ザ
イ
ン
する」
と

い
う
よ
う
に、
そ
の
範
囲や
内
容は
拡

大
傾
向
に
あ
る 。

そ
う
した
時
代の
背
景
か
ら
か、
本

会
の
テlマ
は
「

生
活
文
化の
創
造と

地
域
デ
ザ
イン」
と
し
て
い
る 。
法
政

大
学の
清
成
忠
男
教
授
は 、
「

今
は 、

生
活
者
が
自
立
的
に
デ
ザ
イン
する
時

代で
あ
り、
生
活
用
具
等
を
デ
ザ
イン

する
こ
と
が
必
要で
ある」
と
我
々
日

常
生活
の
あ
り
方
に一
石
を
投
ず 。「
ま

た、
そ
う
す
るこ
と
が、
新
しい
生
活

文
化
と
生
活
産
業
の
創
造
に
結
び
つ

く」
と
述べ
ら
れ
る 。
生
活
者
が
学
習

か
ら
創
造へ
と
発
展
する
た
め
に
地
域

デ
ザ
イン
と
結び
つい
た
生
活
学
習
推

進
の
必
要
性
を
説き、
行
政
は
そ
う
し

た
活
動
を
ど
う
支
援
すべ
き
か
が
重
要

か
つ
課題
で
あ
る
と
指
摘
す
る 。

生
涯
学
習は 、
や
や
も
す
る
と
個
人

の
趣
味
や
生
き
甲
斐づ
く
り
に
終
始
し

が
ち
で
あ
る
が、
推
進
体
制
の
礁立
や

ど
う
専
門
的
講
師
を
地
域
に
イン
プッ

ト
させ
て
い
く
か
に
よっ
て 、
地
域
住

民
を
感
化し、
ひい
て
は
地
域
を
デ
ザ

イン
する
こ
と
も
可
能で
あ
る 。
ま
た、

地
域
住
民の
デ
ザ
イ
ン
感
覚や
デ
ザ
イ
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ン
心
を
醸
成
する
よ
う
な
行
政
努
力、

つ
ま
り
行
政
の
文
化
化が
不
可
欠で
あ

る
と
も
感じ
た。

事
例
発
表
者の一
人で
ある
財
金沢

コ
ン
ベン
ショ
ン
ビュ
lロ
l

の
西
村

稔
常
務理
事は 、
地
域
デ
ザ
イン
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語っ
て
い
る 。
「

そ

の
土
地で
な
け
れ
ばで
き
ない
こ
と
を

表
現
する
こ
と
か
ら
始
ま
り、
何が
そ

の
土
地
を
代
表
するコ
ト 、

モ
ノ
なの

か
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切で
ある 。

そ
のこ
と
が
地
域
特
性な
の
だろ
う」

と。
ま
た、
創
造
する
とい
う
こ
と
に

つい
て
は 、
「

過
去
を
振
り
返
り、
掘



り
下
げ
る
とい
う
こ
と
には
か
な
ら
な

い。
ど
の
よ
う
に
歴
史
に
風
を
吹
か
せ

る
か、
そ
のρ
し
か
けH
が
創
造で
あ
る」

と。お
二
人
の
話
し
を
総
括
す
る
と、

我々
が
日
常生
活の
意
味
を
考
え 、
価

値 、
質
的レベ
ル
の
変
容
を
追
求し
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町の
宝
物
を
掘
り
お

こ
し
個
性
を
創
れ
とい
う
こ
と
だ
ろ
う

かつ・
今
更
述べ
る
ま
で
も
ない
が、
日

常
生
活
の
中
に
心
を
取
り
戻
すこ
と
が

文
化
を
育
む
とい
う
こ
と
だ
と
す
れ
ば、

今
後 、
価
値
あ
る
日
常
生
活
が
問
わ
れ

て
く
る
と
い
う
こ
と
にな
る 。

今一
度 、
文
化 、
デ
ザ
イン
とは
何

かっ
理
解せ
よ
と
悟し
て
く
れ
た一
時

で
あっ
た。

例
の
如
く、
夕
方か
らは 、
情
報交

換
会。
自
治
体
職
員
も
市
民も
学
者も

共
に
情
報
交
換
と
ネッ
ト
ワ
ー

ク =つ
く

り
を
目
指し、
参
加
者は
目
を
輝か
せ

てい
る 。
日
頃
自
分
達
が
やっ
て
い
る 、

あるい
は
や
ろ
う
と
し
てい
る
自信
の

現
れ
で
あ
ろ
う
か。
エ
ネ
ル
ギー
に
満

ち
溢
れ
て
い
る。
こ
ん
なエ
ネ
ル
ギ
ー

が
地
域
を
輝や
か
す
源
泉だ
ろ
う。

自
治
体
学
会

前
日
行わ
れ
た
交
流
会
議
に
引き
続

き、
実
務と
理
論の
新
しい
出
会い
を

求め
て 、
人
と
人 、
自
治
体
と
自
治
体

さ
ら
に
は 、
公
と
私の
間で
の
交
流
と

連
携の
更な
る
拡
大
を
目
指し、
学会

が
分
科
会
形
式
で
開
催
さ
れ
た。
私
が

出
席
し
た
分
科
会
は 、
「

農
山
村
経
営

にど
う
か
か
わっ
て
い
る
か」
を
テー

マ
と
し、
九
十
年
代
を
担う
新
しい
む

ら
お
こ
し
に
つ
い
て
考
え
る
部
会
で

あっ
た。

宮
城
県
中
新
田
町
か
ら
は 、
子
供
達

に
質の
高
い
文
化
に
触
れ
させ
た
い
と

の
思い
で
音
楽
を
選
び 、「バ
ッ

ハ
ホ
ー

ル」
を
建
設
し、
そ
れ
を
核と
し
た
ま

ちづ
く
り
や「
新
あゅ
の
里
構
想」「α

プロ
ダ
ク
ショ
ン
構
想」
「

国
際
科
学

芸
術
村
構
想」
か
ら
な
る
宇
宙
村
構
想

な
ど
個
性
的で
独
創
的
な
ま
ちづ
く
り

の
事
例
が。
人
口(二
万
二
千人)
よ
り

牛
が一
万一
千
頭
多い
北
海
道
中
標
津

か
ら
は 、
無
添
加
食
品
を
食べ
る
会
や

ミ
ル
ク
料
理
レ
ス
ト
ラン 、
ア
イス
ク

リ
ー

ム
店
や
牛
乳
直
販
等
の
民
間
グ

ルー
プ
で
の
取
り
組
み 、
行
政
と
民
間

が
タ
イアッ
プ
し
た
食
生
活の
改
善
と

潤い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
た
運
動や

リ
ゾ
ー
ト

型
酪農
村 守つ
く
り
等の
報
告

が。
長
野
県
浪
合
村
か
ら
は 、
四
十
年

代
か
ら
進
め
て
き
た
観
光
開
発(
観
光

立
村)
か
ら
教
育
と
文
化
を
軸
と
し
た

教
育立
村へ
の
政
策
転
換
と
山
村の
農

業
現
場
を
生
活の
場
か
ら
交
流
の
場
と

し
て
再
編
し
よ
う
と
する
「
トン
キ
ラ

農
園」
の
取
り
組み
が
紹
介
さ
れ
た。

ま
た、
本
県の
久
万
町
渡
部
助
役
さん

か
ら
は 、
過
疎
地
域の
問
題
点
を
「

後

継
者
不
足」
「

農
林
業の
不
振」
「

高
齢

化
問
題」
と
と
らへ 、
「

今
後
の
過
疎

地
域
は 、
経
済
政
策
を
超
え
た
次
元
で

の、
社
会
政
策
的
な
理
念
に
基づ
く
施

策の
導
入
が
な
され
な
け
れ
ばな
ら
な

い
時
期
に
来てい
る」
とこ
れ
ま
での

実
践や
山
村の
現
状
を
分
析し、
今後

の
山
村
経
営の
在
り
方
を
問題
提
起 。

ま
た、
ま
ちづ
く
り
は
子や
孫の
将
来

だ
けで
な
く、
世
界の
町
を
考え
た
視

点の
必
要
性
を
説
か
れた。
そ
れは
あ

る
意
味
で、
グロ
ーバ

ル
に
考えロ
ー

カ
ル
に
行
動する
時
代
か
ら
グロ
ーバ

ル
に
視
行(
視
点・
行
動)
す
るこ
と
を

意
図し
て
い
る
もの
か
も
し
れ
な
い。

今
後の
山
村
経
営は 、
内
に
あっ
て

は 、
生
活
文
化の
創
造と
地
域
デ
ザ
イ

ン 、、つ
く
り
が、
外
に
あっ
て
は 、
流
域

の
人
達
との
連
携や
コ
ン
セ
ン
サス
づ

く
り
が
鍵
を
握っ
てい
る
よ
う
に
思
え

た。こ
れ
か
ら
の
ま
ちづ
く
り
の
方
向
性

が
少
し
見
え
てき
た
こ
と
と
同
時に、

新
しい
出
会
いの
生
ま
れ
た
二
日
間で

あ
り
ま
し
た。

参
考
徳
島
発l
地
域
デ
ザ
イン
の
時

品、
，A1・新

と
く
し
ま
県
民
運
動
推進
協

議
会
発
行
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管見

ス
イ
ス
を
歩
い
た
一
週
間/
見
想
録(
E)

【
市
民
倫
理
と
生
活
思
潮
の
原
点】

-
嘆
声
/
童
話
の
園
に
き
た
よ
う
ネ

「
ま
る
で 、
童
話
の
固
に
き
て
い
る
よ

う
ネ・:」 、
ス
イ
ス
も一
週
間
近
い
あ

る
日 、
T
さ
ん
が
女
性
特
有
の
明
る
い

声
で 、
歌
う
よ
う
に
皆
に
告
げ
た 。

チュ
l
リッ
ヒ
湖
岸
と
そ
の
都
市
河

川
/
ジ
l

ル
川・
リ
マ
ト

川
の
勉
強
を

皮
切
り
に:・ 、
ラ
イ
ン
下
り
の
船
旅 。

ア
ル
プ
ス
の
村
/
ミ
ュ
l
レ
ン
(
標
高

/一
六
四
O
灯・
人
口
/
四
五
O
人)

を
拠
点
と
し
た
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
や
シ
ル

ト
ホ
ル
ン
等
の
山
巡
り
と 、
川
や
景
観

づ
く
り
を
学
ん
だ
町
や
村 。
パ
l
レ
ン

ベ
ル
グ
農
村
博
物
園 。
山
岳
観
光
の
町

イ
ン
タ
ー

ラ
l

ケ
ン
の
市
民
に
よ
る
清

潔
な
都
市
開
発
等
々 。

ス
イ
ス
に
着
く
や 、
私
た
ち
は
毎
日

乗
物
の
外
に 、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
は

歩
く

研
修
を
こ
な
し 、
各
地
の
風
物
を

体
で
感
じ
て
き
た 。
次
週
は 、
チュ
l

宮

本

俊

リ
ッ
ヒ
近
郊
の
『

近
自
然
河
川
工
法』

を
勉
強
の
後 、
マ
ラ
ン
ス
の
町へ
行
く

:・ 。
女
性
た
ち
の
憧
れ「ハ
イ
ジ
の
村」

と 、
ラ
イ
ン
川
を
渡
り『
リ
ヒ
テ
ン
シ
ユ

タ
イ
ン
公
国』
を
訪
ね
る・:
予
定 。

予
備
知
識
で
は 、
『

ス
イ
ス
連
邦』

は
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
中
央
部
に
あ
り 、
総

面
積
四
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル:・
九
州

よ
り
や
や
小
さ
く 、
人
口
六
五
O
万
人

:・
四
国
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
と
か 。
国

土
の
六
O
%
が
ア
ル
プ
ス
山
脈 、
一

O
%
が
ジ
ュ
ラ
山
脈 。
こ
の
両
山
脈
に

は
さ
ま
れ
た
狭
く
て
長
い
標
高
五
0
0

か
ら一
O
O
O
M
の
波
うつ
中
部
正
陵

大
地
が
三
O
%
の
地
勢
と
い
う
理
解 。

地
図
上
で
は
チュ
l
リ
ッ
ヒ
を
核
に 、

乗
物
と
足
で
ス
イ
ス
を
南
北
に
逆
3
の

字
に
蛇
行
横
断
し 、
正
陵
大
地
の
か
な

り
の
地
方
を
眺
め
な
が
ら 、
北
部
の
国

境
沿
い
や
南
部
国
境
を
隔
て
る
ア
ル
プ

調腰、

ス
山
麓
等
の
地
域:・
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト

を
見
て
き
た 。

し
か
も 、
ど
こ
を
見
て
も
た
め
息
の

で
る
絵
に
な
る
風
景
の
連
続
だ
っ
た 。

明
日
か
ら
は
い
よ
い
よ
東
の
国
境
も
渡

る
の
だ 。
きっ
と
素
晴
ら
し
い
に
違
い

な
い 。
T
さ
ん
な
ら
ず
と
も 、
そ
ん
な

嘆
声
を
洩
ら
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ:・ 0

・
底
深
さ
/
感
覚
で
は
不
気
味
な
国

と
こ
ろ
が 、
T
さ
ん
の
言
葉
が
切
れ

た
と
た
ん 、
「

こ
の
頃 、
ス
イ
ス
を
知

れ
ば
知
る
ほ
ど、
不
気
味
な
固
と
思
う

よ
う
に
なっ
た:・」
と 、
福
留
所
長
が

ボ
ソ
リ
と 、
い
や 、
言
葉
を
選
ぶ
よ
う

に
肢
か
れ
た 。
一
瞬 、
私
は
戸
惑っ
た 。

あ ・れ
ほ
ど
ま
で
ス
イ
ス
を
敬
愛
し
て
止

ま
な
い
所
長
が:・
と 。
だ
が
次
の
瞬
間 、

私
に
も
そ
の
表
現
が
ピ
タ
リ
だ・・・
と
思

え
た 。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
透
明
な
美

し
い
風
景
ゃ 、
清
潔・
勤
勉・
質
素
と

い
わ
れ
る
国
民
性
が
確
認
で
き
る
よ
う

な
人
び
と
の
日
常
行
為
の
見
聞
で
は 、

ど
う
も
ス
ッ

キリ
し
な
く・:
モ
タ
つ
い

て
い
た
何
か
が 、
こ
の
言
葉
で
ス
ー
っ

と
消
え
る
気
が
し
た 。

研
修
の
問 、
そ
の
不
思
議
な
感
じ
を

考
え
続
け
て
い
た
私
は 、
帰
国
後一
番

に 、
五
十
崎
町
/
シ
ン
ポ
の
会
の
亀
岡

が棚、

世
話
人
に
そ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
た 。
す

る
と「
そ
り
ゃ 、
ス
イ
ス
の
[
底
深
さ]

を
感
じ
た
人
の
感
覚
的
表
現
サ:・」
と 、

簡
明
な
即
答 。
「
う
ま
い・:」
思
わ
ず

肱
き 、
時
差
ボ
ケ
も
ふ
っ

切
れ 、
美
し

い
『

童
話
の
国』
と
呼
ば
れ
る:・
ス
イ

ス
の
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
に 、
人
び
と
の

底
深
い
尊
敬
すべ
き
英
知
と
努
力
が
読

め
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た 。

-
川
と
湖
/
水
質
浄
化
の
考
え
方

私
た
ち
の
研
修
は 、
現
地
を
見
て
歩

き
な
が
ら
色
々
と
感
じ
る
の
が
主
体 。

そ
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
的
説
明
を
受
け 、

各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
質
疑
応
答
で
「

自
分

の
勉
強L
を
す
る・:
基
本
型
だ 。
だ
か

ら
『

ス
イ
ス
/
川
の
勉
強』
の
オ
リエ

ン
テ
ー

ショ
ン
と
も
い
うべ
き
話
も 、

そ
ん
な
ア
ド

バ
イ
ス
に
含
ま
れ
る
の
で

油
断
が
な
ら
な
い 。
ま
た
人
に
よ
っ
て

受
け
取
り
が
違
う
の
も
当
然 。

そ
の一
つ
に
こ
ん
な
話
が
あっ
た 。

「
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
屋
根
と
呼
ば
れ
る
ス

イ
ス
は 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
多
く
の
地
域

の
水
源
と
な
る 。
ス
イ
ス
の
人
た
ち
は

[
下
流
の
国
々
が
ど
う
あ
ろ
う
と
も 、

ス
イ
ス
か
ら
は
締
麗
な
水
を
流
す:・]

と
い
う
考
え
方
で 、
湖
や
河
川
の
浄
化

に
取
り
組
ん
で
い
る:・」
と
い
う 。
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そ
の
取
り

組
み
は 、
お
い
お
い
述
べ

る
が 、
徹
底
ぶ
り
の一
例
を
チュ
l

リ
ッ
ヒ
州
政
府
の
建
設
管
理
局
水
域
保

全
部
の
仕
事
で
見
る
と 、
そ
れ
は
単
に

水
質
浄
化
と
保
全
だ
け
で
な
く 、
水
力

発
電・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
利
用
な
ど

の
水
資
源
利
用
に
加
え 、
市
民
の
廃
棄

物
処
理
ま
で
管
轄
し
て
い
る 。
日
本
の

そ
れ
と
比
べ
れ
ば:・
そ
の
真
剣
さ
が
判

る 。
(
側
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
/

一
九
八
六
年
刊『ス
イ
ス
の
国
土
開
発

と
環
境
保
全
へ
の
と
り
く
み』
か
ら
援

用
抜
粋

||
文
責
/
筆
者)

『EE
l
l

参
考l
i
t
1
1
1
1
1
1
E

」

一

州
は
カ
ン
ト
ン
と
呼
ば
れ 、
そ

一

一
れ
ぞ
れ
主
権
を
有
す
る一
種
の
独
一

-
立
国
の
よ
う
な
民
主
的
共
和
政
体
­

一

で
二
三
州
あ
る
が 、
内
三
州
は
半
一

一
州
に
分
か
れ
い
る
の
で
実
際
は
二
一

一
六
州 。
ス
イ
ス
は
こ
う
し
た
州
の
一

一
連
邦
国
家 。
ス
イ
ス
人
で
あ
る
前
一

一
に
カ
ン
ト
ン
人
で
あ
る:・
が
政
治
一

-
意
識 。

「

L

-
自
己
愛
/
自
分
は
自
分
で
守
る

私
は
こ
の
考
え
方
に
注
目
し
た 。「
ス

イ
ス
か
ら
は
締
麗
な
水
を
流
す:・」
と

い
う 、
人
ぴ
と
の
高
い
モ
ラ
ル
に
感
銘

が震で、

し
な
が
ら:・
そ
の
奥
底
に 、
『

下
流
の

国
々
が
ど
う
あ
ろ
う
と:・』
の
言
葉
に

含
む 、
一
切
ク
レ
ー

ム
は
つ
け
さ
せ
な

い
!

そ
ん
な
強
い
『

自
己
防
衛』
意
識

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
だ 。
勿
論 、

観
光
資
源
「

締
麗
な
水」
の
計
算
も
あ

ろ
う
が 、
そ
の
次
元
で
は
な
く 、
人
間

の
本
源
的
な:・
個
人
な
ら
『

自
己
愛』

と
も
い
うべ
き
も
の
の
よ
う
だ 。

「
ス
イ
ス
の
人
び
と
は 、
法
律
で
守っ

て
貰
う
の
で
な
く 、
自
分
は
自
分
で
守

る
/
暮
ら
し
の
よ
う
に
見
え
た・:」
私

が
友
人
た
ち
に
告
げ
た
報
告
第一
声
は

こ
れ
だ 。
私
は
二
週
間
の
問 、
そ
の
よ

う
に
思
う
場
面
を
随
所
で
見
た 。

よ
く
聞
く
話
「

赤
信
号 、
車
が
見
え

ね
ば
無
視
し
て
渡
る・:」
な
ど
常
識 。

日
本
と
違
う
の
は 、
「

み
ん
な
で
渡
れ

ば・:」
で
な
く 、
一
人
で
も
自
分
は
自

分
で
守
る
自
己
責
任
の
横
断
で
あ
る 。

一
方 、
車
は
車
で
ス
ピ
ー
ド

制
限
無

視
に
似
た
走
り
だ
が 、
人
を
見
た
と
た

ん
遠
方
か
ら
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン 。
信
号

の
如
何
に
拘
ら
ず
人
影
が
消
え
る
ま
で

待
機 。
警
笛
な
ど
鳴
ら
さ
な
い 。
驚
き

は
自
転
車
も
同
じ
だ
っ
た 。
人
間
尊
重

か 、
事
故
か
ら
の
自
己
防
衛
か:・ 。

「
飲
酒
運
転
は
禁
止 。
で
も
事
故
さ

漏れ

え
起
こ
さ
な
け
れ
ば:・」
と
の
話
も
聞

く 。
そ
う
い
え
ば
マ
ラ
ン
ス
近
く
の
村

で 、
小
学
生
風
の
子
供
が
バ
イ
ク
で
疾

走
す
る
の
を
見
た 。
年
令
制
限
は:・
ワ

街
を
歩
く
人
び
と
は
数
人
で
歩
い
て

い
て
も 、
立
話
を
し
て
て
も 、
他
の
人

の
通
行
の
邪
魔
を
し
な
い
よ
う・:
気
配

り
が
あ
る 。
他
の
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
自
分
を
守
る
よ
う
に:・ 。
レ
ス
ト
ラ

ン
で
も
列
車
で
も 、
勿
論 、
街
角
だ
っ

て
大
声
の
会
話
を
聞
か
な
い 。
他
の
人

た
ち
の
会
話
が
さ
ら
に
大
声
に
な
り 、

自
分
た
ち
の
会
話
を
妨
害
さ
れ
な
い
よ

う
に・: 。
と
も
思
え
る
「

節
度」
だ 0

・
市
民
備
理
/
自
己
愛
の
高
社
会
化

そ
こ
で
思
い
出
す
の
が 、
前
号
提
出

/
岩
波
新
書
『

ル
ソ
l』

に
解
説
さ
れ

た・:
彼
の
人
間
観
だ 。
「

人
間
よ 、
人

間
的
で
あ
れ 、
そ
れ
が
あ
な
た
が
た
の

第一
の
義
務
だ 。
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人

に
た
い
し
て 、
あ
ら
ゆ
る
年
令
の
人
に

た
い
し
て 、
人
間
に
無
縁
で
な
い
す
べ

て
の
も
の
に
た
い
し
て 、
人
間
的
で
あ

れ 。
人
間
愛
の
な
い
と
こ
ろ
に 、
あ
な

た
が
た
に
と
っ
て
ど
ん
な
知
恵
が
あ
る

の
か:・」
と
訴
え
る
人
間
観
で
あ
る 。

そ
の
解
説
で
は 、
「ル
ソ
l

は 、
人

間
の
根
本
的
な
パ
ネ
と
も
い
う
べ
き

「
自
己
愛」
を
探
究
の
出
発
点
と
し
て 、

人
間
観
を
構
成
し
て
い
る』
ど
説
き 、

彼
の
語
録
で
そ
れ
を
克
明
に
描
い
て
い

る
が 、
私
は
次
の
三
つ
を
挙
げ
た
い 。

一 、
人
間
は
考
え
る
た
め
で
な
く 、
行

動
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
て
い
る 。

二 、
人
聞
を
行
動
に
か
り
た
て
る
の
は

理
性
で
は
な
く 、

情
念
で
あ
る 。

三 、
人
間
に
とっ
て
自
己
愛
は 、
自
然

唯一
の
情
念
で
あ
る 。
し
か
も
そ
れ
が

社
会
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
「

良
心」

が
あ
る 。
良
心
に
導
か
れ
た
理
性
は「
善

の
行
動」
に
お
も
む
く 。

私
の
二
週
間
が
見
た
想
いで
は 、
ス

イ
ス
の
人
た
ち
の
自
己
防
衛・
自
己
愛

は 、
ま
さ
に
こ
の
筋
書
き
ど
お
り
社
会

化
さ
れ
た
「

良
心」
と
な
り 、
そ
れ
が

導
く
理
性
に
よ
る
『

善
の
行
動』
を
積

み
重
ね:・ 、
生
活
化
し
た
高
い
モ
ラ
ル

の
思
潮
を
形
成
し
て
き
た
よ
う
だ 。

だ
か
ら
彼
ら
の
「

市
民
倫
理」
は 、

理
屈
ぽ
い
気
負
い
が
な
く 、
ご
く
自
然

な
振
る
舞
い
に
ま
で
こ
な
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
考
え
る 。
実
に
心
に
く
い 。
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赤か

黄き

男 ぉ

に

つ

ど

う

会

……リ レーでち ょ っ トーヴ… a

北
宇
和
郡
広
見
町
在
住の
版
画
家
菊

津
尋
吉
画
伯
か
らバ
トン
タッ
チ
さ
れ

て 、
こ
の
コ
ー

ナ
ー

に
お
邪
魔
す
るこ

と
に
なっ
た。

菊
淳
さん
と
の
出
会
い
は 、
昭
和五

十
六
年五
月の
「

富
津
赤
黄
男
を
語
る

会」
の
第二
回
例
会
で
あっ
た。
南
予

出
身の
俳人で
あ
る
芝
不
器
男は
あま

り
に
も
有
名で
あ
る
が、
宇
和
島
中
学

で
不
器
男よ
り一
年上
で
あっ
た
富
津

赤
黄
男(
正一二)
に
関し
て
は 、
あ
ま
り

に
も
知
ら
れて
い
な
い。
宇
和
島地
方

の
有
志
によっ
て
赤
黄
男の
顕
彰と
そ

の
精
神
に
学ぶ
た
め
に
「

富
津
赤
黄
男

を
語
る
会L
が
発
足
し
た
の
は
昭
和五

十
五
年十一
月
の
こ
と
で
あっ
た。

菊
浮
さん
は
そ
の
会
の
有
力
な
メン

バ
ー

の
ひ
と
り
で
あ
り、
途
中
か
ら
参

加
し
た
私
と
は
な
ん
と
な
く
気
が
合っ

た
の
か、
そ
の
後
十
年以
上
に
わ
たっ

て
ご
交
誼
を
受けて
い
る 。

「
赤
黄
男
を
語
る
会」
は
ある
事
情

の
た
め
に、
昭
和六
十
年
か
ら
休会
と

:
:

リ
レ
ー

で
ち
ょ
っ
ト
t

hF
:
:
:

津

島
町

森

廉
一

郎

なっ
て
い
る
が、
菊
浮
き
ん
の
骨
折
り

で 、
ご
く
少
数の
人
び
と
によ
り
「

赤

貧
男
忌
に
つ
ど
う
会」
が
昭
和
六
十一

年
に
結
成
さ
れ、
以
後
赤
黄
男の
命
日

で
あ
る
三
月
七
日
に
は 、
毎
年
さ
さや

か
な
赤
黄
男の
研
究
集
会
が
継
続
さ
れ

て
い
る 。

昨
年三
月
以
降
は
菊
浮
き
ん
か
ら、

こ
れ
もバ
ト
ン
タy
チ
されて 、
私
が

会の
世
話
人
と
い
うこ
と
に
な
り、
会

の
名
称も
「

赤
黄
男に
つ
ど
う会」
と

改
め
ら
れ
た。

赤
貧
男は
西
宇
和
郡
保
内
町
川
之
石

に
生
れ
た
俳
句
作
家で
あ
る
が、
彼は

伝
統
俳
句
に
飽
き
足
ら
ず 、
俳
句と
い

う
形
式
に
詩
的
可
能
性の
限
界を
追
求

し
た
人
物で
あ
る 。
彼は
俳
人よ
り
も

詩
人
や
歌
人 、
ま
た
は
画
家と
いっ
た

人
た
ち
か
ら、
よ
り
良
き
理
解
と
評
価

を
受
け
て
い
る 。
例
え
ば、
昭
和六
十

年
五
月
に
朝
日
新
聞
社
か
ら
発
刊
され

た
「

現
代
俳
句の
世
界団L
に
赤
黄
男

が
取
り
上
げら
れ
て
い
る
が、
彼の
作

品の
序文
を
「

天
涯の
虎」
と
題
し
て 、

歌
壇の
大
御
所と
聞い
て
い
る
塚
本
邦

雄
が
寄せ
て
い
る 。

「
鮮
麗
に
し
て
悲
憤な
作
品
群 、
優

い
ん
えい

雅
な
陰臨調と
苦い
訊
刺
を
ひ
そ
ま
せ
た

作
品
群 、
殊
に
『天

の
狼』
の
中
の
そ

れ
は 、
新
興
俳
句の
到
達
し
た、
俳
諾

詞
章の
極
致
と
評
し
て
よ
か
ろ
う」
と

賛
辞
を
贈っ
て
い
る 。

邦
雄は
また、
赤
黄
男
が
彼の
句
集

の
中に
選
んで
は
い
な
い
が、
そ
の
た

め
に
却っ
て
有
名
になっ
た
秀
作
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ 、
次の
よ
う
に
述べ

て
い
る 。

「
私
は『天の
狼』(
赤
黄
男の
句
集)

身e
z、
nソ

に
対
し
て
今一
つ、
『天の

撒』
と
で

も
名づ
け
た
未
刊
句
集
を 、
ひ
そ
か
に

編み
た
い
と
さへ
思
う」

カル
タ

う
ら

賑
や
か
な
骨牌の
裏
面の
さみ
し
い
給

刀口
h叫
円U
F』I

川目
4q
寸i
p工

夕
焼
の
金
を
ま
つ
げ
に
つ
け
て
ゆ
く

昭
和日
年

ヒ
ス
イ

諸
翠
よ
白
き
墓
標
の
あ
る
と
こ
ろ

昭
和日
年

惜
春
の
紅
き
も
の
み
な
し
た
た
れ
り

昭
和日
年

タ
鳥の
詩よ
り
紅
く
朔び
去
れ
り

刀白
羽川M
ワt
F「

日μ44々・
14
44

明の
や
み
て
微
塵の
空
の
こ
る同

密
林
の
詩
書
け
ば
わ
れ
虎
と
な
る

昭
和国
年

つっ
こん

寒
梅
に
あ
は
れ
欝
金
の
陽
ざ
し
か
な

昭
和四
年

ニん
ろん

冬
燥
の
夢
昆
民間
の
雪
の
雫

昭
和初
年

最近 、
あ
る
抽
象画
家
から、
赤
黄

男の
作
品
「

海
に
沈ん
だ
春の
古
代の

灯
を
掬ふL
に
示
唆
を
受
けて
完
成し

た
素
晴
し
い
抽
象
画
の
絵
は
が
き
を

送っ
て
も
らっ
た
が、
こ
こ
にご
披
露

出
来な
い
の
が
まこ
と
に
残
念で
ある 。

次
回は
医
学
史の
研
究
家で
も
あ
る

内
科
医
清
水
英
先
生
に
お
願
い
し
ま
す。
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我

が

家

の

上

朝は 、
野
鳥の
来
訪
から
始る 。
庭

の
中
央
を
陣
取る
の
は 、
ヤ
ンバ
ル
ク

イ
ナ
達だ 。
勿
論 、
沖
縄の
そ
れで
は

な
い
け
れ
ど 、
発
見
さ
れ
て
話
題
に

なっ
た
頃
か
ら
現
れ
始
め、
形
も
似

通っ
て
い
た
の
で 、
そ
う
呼
ん
でい
る 。

子
供の
頃
には
つい
ぞ
見
か
け
な
かっ

た
鳥
だ 。
鳴
が
樫々
色の
上 、
羽は
黒っ

ぽ
く、
大
き
さも
中
途
半
端 、
つ
り
合

い
の
悪
さは
こ
の
上
ない
が、
群
れ
て

土
中の
虫
を
つい
ば
ん
でい
る
姿は 、

ひ
た
む
き
で
ほ
ほ
え
ま
しい 。

昼
近
く
に
な
る
と、
塩
か
ら
トン

ボ 、

赤
トン

ボ
が
水
平
飛
行や
宙
返
り
を
繰

り
返
す。
青い
青い
空
は
果て
し
ない 。

飛
行
機
雲
がグ
イグ
イ
白
線
を
伸
ば
し

て
ゆ
く。
そ
の
先
に、
疎
開
して
幼
年

期
を
過し
た
田
舎
が
あ
る 。
ぐっ
す
り クb

二巳

松
山
市

門
田

真
由
美

寝
込ん
でい
る
とて
ろ
を
起こ
さ
れて

見た
松
山
大
空
襲の
真っ
赤な
空
は 、

最
初の
記
憶の
始
り
と
重
なっ
て 、
い

つ
思い
出
し
て
も
鮮
烈だ 。
人
類
が
最

も
やっ
て
はい
けない
事は 、
戦
争だ

'ζ固い、っ 。
夕
暮
にな
る
と、
ピ
タ
リ
と
風
が
止

む 。
木の
葉
がピ
ク
と
も
動
か
ない 。

こ
の
瞬間は 、
い
つ
も
感
動し
て
し
ま

う。
自
然
界の
理
屈
が
不
思
議
で
しょ

う
が
ない 。

黄
昏
に
な
る
と、
何
処
か
ら
飛
来
す

る
の
か、
こ
う
も
りの
大
乱
舞
が
始る 。

百
羽
もい
る
だ
ろ
う
か。
ア
ゲハ
蝶
を

少
し
大
き
く
し
た
よ
う
な
黒
い
シ
ル

エ
ッ
ト

が、
飛び
方も
よ
く

似て 、
ヒ

ラ
ヒ
ラ
舞っ
てい
る 。
余
談だ
が、
知

人
か
ら
聞い
た
話
に
よ
れ
ば、
部
屋の

隅
に
黒い
布
切
れ
が
落
ちてい
る
と、

つ
まみ
上
げ
た
途
端 、
人
の
顔
に
似
た

こ
う
も
り
が
頭
を
持
た
げ
た
の
で 、
驚

い
て
の
け
ぞっ
た
そ
う
で
あ
る 。

や
がて 、
満天
の
星
と
な
る 。
気の

遠
く
な
る
よ
う
な
時
を
経て
き
ら
め
く

無
数の
星
を
見てい
る
と、
気
持が
ほ

ぐ
れ
て 、
寛い
心
に
なっ
てい
く
自
分

を
確
認
する 。
首
が
折
れ
ん
ば
か
り
に、

振
り
仰
ぐ
と、
ひ
と
き
わ
輝
く
三
つ
の

星
が
目
に
留ま
る 。
天
の
川
を
挟ん
だ

七
夕
の
二
つの
星は
赤い
糸で
結び 、

も
う一
つの
星と
青い
糸 、
黄の
糸で

結ぶ
と、
美
し
く
大
き
な
三
角
形
がで

き
上
る 。
蚊の
襲
来
さえ
な
け
れ
ば、

草
む
ら
に
寝
転
ん
で 、
い
つ
ま
で
も
眺

め
てい
たい 。

先
日
は
そ
ん
な
天
か
ら、
辛口
の
贈

物
が
届い
た。
突
然
耳
元
で
の
ド
カ
l

ン、
パ
リパ
リ
とい
う
凄
まじい
音で

:
:
・リ

レ
ー

で
匂ょ
っ
ト
1

q
:
:
:

目
が
覚める
と、
家
が
小
刻み
に
震
え

てい
る 。
翌
日 、
ク
ー

ラ
ー

が
か
か
ら

な
い
こ
と
を
発
見
し
て 、
大
騒
ぎ
に

なっ
た。
動
力
線
に
落
雷
し
て 、
高
圧

電
流
が一
気
に
流
れ、
室
外
機の一
部

が
焼
けて
溶
けた
ら
しい 。
お
そ
る
お

そ
る
四
国
電
力
に
電
話
す
る
と、
「天

災は
保
障し
ま
せ
ん」
とい
う
答え 。

成る
程 。

生
き
物
を
育ん
で 、
心
を
豊
か
にし、

人
生
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
大
空 。

ちょっ
と
度
が
過
ぎ
たい
た
ず
ら
をし

た
か
ら
といっ
て 、
目
くじ
ら
を
立
て

る
事も
あ
る
まい
と
我
慢
す
る
こ
と
に

し
た。次

号は 、
洋
服の
デ
ザ
イ
ナー
で 、

話
し
言
葉
が
美し
く
爽
や
か
な、
宮
崎

紀子
さ
ん
に、
バ
トン
を
お
渡
し
し
ま

す。

… ーリ レーでち ょ っ トーヴ… ・ .
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ゆ め あ そ び

『夢 遊 2b

英 司林

大西町

我
々
『

夢
遊
幻』

は、

平
成
二
年
に

県
内
で
も
ど
ん
じ
り
に、

大
西
生
活
文

化
若
者
塾
と
し
て
発
足
し
ま
し
た。

の
っ
け
か
ら
言
い
訳
が
ま
し
く
な
り

ま
す
が 、

ど
う
も
大
西
と
い
う
と
こ
ろ

は、

気
候
・

風
土
か
ら
経
済
面
に
至
る

ま
で
恵
ま
れ 、

地
域
や
生
活
に
関
す
る

危
機
感
と
い
う
も
の
が
無
く、

こ
と
さ

ら
「

ま
ち
づ
く
り」

と
云
っ
て
も 、

そ

の
意
識
は
極
め
て
希
薄
な
様
で
す 。

そ
ん
な
中
で
の
塾
発
足
は、

町
職
員

を
中
心
と
す
る
「

な
か
よ
し
集
団」
「

お

義
理
集
団」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た。

そ
の
結
果
が 、

ス
タ
ー
ト
は
し
た
も
の

の
何
を
ど
う
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
解
ら

ず 、

試
行
錯
誤
の
連
続
で 、

え
ら
く
か

け
離
れ
た
自
論
の
発
表
と
深
い
沈
黙
に

会
は
終
始
し
た
の
で
す 。

塾
生
の
「

ま

ち
づ
く
り」

へ
の
認
識
ひ
と
つ
と
っ
て

み
て
も 、

花 ￡
つ
く
り
運
動
か
ら
政
策
提

言
集
団 、

果
て
は
イ
ベ
ン
ト

屋
と
千
差

万
別
な
の
で
す 。

結
局、

三
ヶ
月
の
無
駄
な
議
論
に
疲

れ
果
て
て
し
ま
い 、

半
ば
ヤ
ケ
気
味
な

「
と
に
か
く
ど
こ
か
完
壁
な
塾
運
営
を

し
て
い
る
市
町
村
へ
出
掛
け
て
み
よ

うL

と
の
意
見
か
ら 、

多
く
の
関
係
者

の
方
々
の
お
骨
折
り
に
よ
り、

新
居
浜

こ
れ
を
契
機
に
「

ま
ち
づ
く
り」

を

深
刻
に
考
え
る
よ
り
も 、

自
分
達
が
満

24 
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足
で
き
る
活
動
を
と、
塾の
名
称
を『
夢

遊幻』
と
し、
マ
ー
ク
を
選
定 、
名
刺

を
作
る一
方 、
狸
によ
る
ま
ちづ
く
り

の
先
進
地
滋
賀
県信
楽
町へ
研
修に
出

掛
け 、
イ
ラス
トマ
ッ

プ
の
作
製 、
狸

キャ
ラ
ク
タ
ー

の
選
定 、
狸
伝
説
を
現

、
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
紹
介
す
る「
ポ

ン
ポコ
通
信」
の
発
刊 、
狸
T
シャ
ツ

の
作
製と、
狸
に
ま
つ
わ
る
活
動
を
展

開
して
き
ま
し
た。

い
か
に
も
活
発

で
精
力
的
な
よ
う
で
すが、
こ
の
間
に

こ
う
し
て
書
く
と、

信楽町ヘ研修

も
塾の
危
機は
幾
度と
な
く
あ
り、
結

果
と
し
て
塾
を
去っ
ていっ
た
者
も
出

る一
方で 、
塾
活
動
に
賛
同
し、
ま
た

塾
を
元
気づ
け
て
く
れ
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー

あふ
れ
る
新しい
塾
生
を
迎
え

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た。
い
ま
だ
に
壁

にぶ
つ
か
り
無
駄
に
時
間
を
費
や
すこ

と
も
度々
なの
で
す
が、
今で
は
そ
う

し
て
悩む
こ
と
も
「
ま
ちづ
く
り」
な

の
か
な
と
自
己
満
足
し
てい
ま
す。
そ

の
打
開
策の
ひ
と
つと
し
て 、
こ
の
夏

に
は
二
度 、
高い
と
こ
ろ
で
頭
を
冷

や
し、
雄
大
な
自
然の
中
に
入
れ
ば
今

後
の
展
開
も
見
え
て
く
る
の
で
は」
と

全
員で
石
鎚
山へ
登っ
て
も
み
ま
し
た。

ちょっ
と
調
子
がよ
す
ぎ
ま
す
が、

そ
の
効
果は
で
き
め
ん
で 、
い
ま
我々

は 、
脇
田
もふ
ら
ず
狸の
ぬ
い
ぐる
み

づ
く
り
に
没
頭
し
てい
ま
す。
こ
の
狸

で 、
役
場
や
学
校 、
駅
やス
ー

パ
ーマ
ー

ケッ
ト 、

飲み
屋
に
神
出
鬼
没
し、
町

の
愉
快
な
噂
話
を
引
き
起
こ
し、
H

明

堂
狸
(
みょ
う
ど
う
た
ぬ
き)H
六
十

年
復
活
説
をぶ
ち
上
げ 、
何と
か
狸
を

大
西
に
根づ
か
せ
たい
の
で
す。
おっ

と
こ
れ
はマ
ル
秘で
し
た。

と
に
か
く
『

夢遊幻』
は 、
若
者
塾

以
来の
「
ま
ちづ
く
り」
を
使
命と
す

る
といっ
た
堅
苦
しい
重
荷は
降
ろ
し

て 、
い
ま
は
和
気
あい
あい 、
自
分
達

の
自
己
満
足
を
追
求し、
自
由
に
夢
見

て
遊ぶ
こ
と
を
楽し
も
う
と
して
い
る

と
こ
ろ
なの
で
す。

※
明
堂
狸

町
内
山
之
内に
ある
明
堂
さん
は 、
万
病

治
ゅの
信
仰
を
集
め、
西
日
本一
円
か
ら
多

くの
参
詣
人で
賑っ
た
とい
う。
現
在から

は
想
像も
つ
かぬ
大正
期の
頃
の
話で
す。
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進

私
達の
ま
ち
川
之
江
は
周
知の
通
り、

紙パ
ル
プ
工
業で
世
界
各
国
と
交
易し

てい
ま
す
が、
今
日の
よ
う
に
世
界
第

一
級の
経
済
大
国
と
なっ
た
日
本
には 、

全
国
各
地
に
全
世
界と
直
接 、
人
的
物

的
交
流
を
営
む
市町
村
が
た
く
さん
あ

り
ま
す。

生
産
力や
物
流
及び
情
報
機
能
が、

速
度と
密
度 、
能
率
に
おい
て
極
度に

発
達
し
た
現
代 、
地
方
と
中
央
及
び
大

都
市 、
あるい
は
地
方
と
全
世
界の
距

離
が
短
く
な
り、
よ
り
緊
密
に
なっ
た

の
で
す
が、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

一
方で
は
過
疎
化
と
高
齢
化
によ
る
地

方の
空
洞
化が
広
範
に、
そ
し
て
深
刻

に
な
り
つ
つ
ある
の
も
ま
た
事
実で
す。

無
論そ
の
原
因
は
経
済
的
環
境
をは
じ

我 部曽川 之江市

め、
複
雑
多
岐
に
亘
る
の
で
す
が、
近

年
特
に
顕
著と
、なっ
てい
る
経
済 、
文

化 、
生
活
等 、
広
範
囲に百一
る
価
値
観

の
多
様
化 、
高
次
化とは
逆
に、
地
域

文
化の
創
造
力や
生
活の
豊
か
さ
を
求

める
志
向
が
中
央や
大
都
市へ
と
向
か

う
長
年の
人
的
物
的
動
静
が、
依
然
と

し
て
根
強
く

続い
てい
る
こ
と
も一
因

で
しょ
う。
確
か
に
優
れた
人
材
の、

都
市か
ら
地
方へ
の
U
タ
l
ン
現
象や

脱
出
現
象
が
見
ら
れて
か
ら
久
しい
と

はい
え 、
充
実
し
た
地
方
文
化
や
生
活

環
境
の
創
造
の
た
め
に
は 、
さ
ら
に

様々
な
方
法
論
が
模
索 、
試
行
さ
れ
る

べ
き
で
しょ
う。

そこ
で 、
地
方の
自主
的 、
主
体
的

な
文
化や
生
活
創
り
を
活
性
化
す
る
た

め
に、
ま
ず
地
域
住
民
が
地
域
の
特
色

と
魅
力
を
探
り、
その
身近
な
文
化
や

歴
史
を
理
解
し
つ
つ
生
活
空
間
を
検
証

し
て 、
将
来に
亘
る
創
造
性
の
基
礎と

する
よ
う
な
方
法と
し
て 、
近
年
注
目

さ
れて
い
る
路
上
観
察
学
を
採
り
入
れ

た
の
が
私
達
川
之
江
見
聞
観
察
会

「
かあ
l

ね
み
て
み
ん
かい」
で
す。

そ
の
幾
つ
かの
成
果をご
紹
介
し
ま

す。

こ
れ
らの
写
真は
ご
く一

部で
す
が、

こ
う
した
成
果は 、
こ
の
夏の
「四

国

かわ
の
え
紙
祭
り」
に
展
示
され
ま
し

た。
数
多
くの

市
民が
驚き
と
深い
関

心で
応
え
て
く
れたの
で
す
が、
自
分

達の
ま
ち
を
新
しい
見
方 、
感
じ
方で

再
発
見、
再
認
識し、
そ
れ
が
人々
の

生
活
空
間や
心
情に
波
及
し
た
効
果は

決
して
軽
微で
は
な
く 、
さ
ら
に
拡
が

り
を
もっ
て 、
将
来の
「

我
が
ま
ち」
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市内全域緑化中

創
造の
基
礎
資
料と
して
蓄
積
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す。

さて 、
私
達
のメ
ンバ
ー

は
実
にユ

ニ
ー
ク
で
す。
国
際
的
な
版
画
家や
工

業デ
ザ
イ
ナー 、
建
築
家 、
イ
ラス
ト

レ
ー
タ
ー

な
ど
な
ど 。
そ
れ
ぞ
れ
の
風

貌
と
い
い、
個
性
と
い
い、
活
動
力
と

い
い、
よ
く
も
ま
あこ
れ
ほ
ど
の
人
材

が
集まっ
た
も
の
だ
と
お
互
い
に
驚
く

ば
か
り
で
す。
観
察
会
の
資
料
を
点
検

する
と
き
な
ど 、
ま
る
で

N
川
之
江
新

喜
劇μ
の
舞
台
そ
の
も
の
の
体で 、
み

ん
な
仕
事
を
終
え
る
と、
ギャ
グ
と

ユ
ー

モ
ア
のコ
ンペ
の
た
め
に
集
ま
る

とい
う
具
合
で、
そ
の
様子
を
ビ
デ
オ

に
収
録し
て
お
く
な
ら
ば、
路上
観
察

とい
うよ
り
も
人
物
観
察
の
圧
巻
とな

るこ
と
請
け
合
い
な
の
で
す。
も
ち
ろ

ん、
ま
ち
は
人
に
よっ
て
成
る
ので
す

か
ら、
そ
うい
う
和
気
藷
藷
とし
た
姿

が、
私
達が
求め
た
真
価
と
いっ
て
も

よい
と
考
えてい
ま
す。
ま
ち
お
こ
し

と
い
うの
も
結
局
人
お
こ
し
で
す
か
ら、

そ
の
点で
は 、
私
達
の
活
動は
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
優
れた
個
性
と
経
験
を
活
か
して
ま

ちづ
く
り
に
励むべ
く、
そ
のス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
と
し
て
「

か
あl
ね
み
て
み

ん
かい」
が
そ
の
活
動
を
加
速し
始
め

た
わ
け
で
あ
り
ま
す。

そ
し
て 、
私
達は
今
回の
経験
を
基

礎
に、
さら
に
個
性
的で
独
創
的な
活

動
を
企
画
してい
る
の
で
す
が、
同
時

に、
他
の
地
域
の
人々
と
の
よ
り
広い

コ
ミュ
ニ
ケー
ショ
ン
を
通
して 、
地

域
活
性
化
のよ
り
優
れたノ
ウハ
ウ
を

創
出
し
よ
うと、
自
ら
を
情
報
発信
源

た
るべ
く
議
論
百
出
させ
て
い
る
の
で

す。
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資
料
館は 、
明
治
十
七
年
宇
和
島
警

察
署と
し
て
広
小
路
に
建
築 。
そ
の
後 、

南
宇
和
郡
西
海
町
役
場と
して
移
築 。

そ
し
て
再び
こ
の
地
に
復
元
さ
れ
ま
し

た。様
式は
擬
洋
風
建
築
に
分
類
さ
れ、

文
明
開
化
期
に 、
我
が
国
建
築工
匠
達

が、
西
殴の
技
術
を
懸
命に
習
得
し
た

頃
の
もの
で
す。
小屋
組の
合
掌
に
は

す
み
がつ
し
よ
う

かぶ
らづか

隅
合
掌
や
蕪
束
も
見
事にこ
な
す
な

ど 、
格
調
高い
洋
風
情
緒の
外
観
と
共

に
建
築
史上
極め
て
注
目
さ
れて
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
擬
洋
風
建
築は
西
日

本
に
も
稀で
価
値
ある
建
物
とい
え
ま

?しょ、っ 。

十
月
開
館
を
目
ざ
して
内
容の
充
実に

努
力
し
て
お
り
ま
す。
。
民
俗
文
化

コ
ー

ナ
ー

O
祭
り
文
化コ
ー

ナー
O
先

哲
顕
彰コ
ー

ナ
ー

O
史
書
研
究コ
ー

ナー
O
全
国
擬
洋
風
建
物パ
ネルコ
ー

ナー
Oイ
ベン
トコ
ー

ナー
O
民
俗
絵

巻
鑑
賞コ
ー

ナー
等 。

尚 、
こ
の
建
物
に
隣
接し
た
所
に、

安
政二
年
築
造の
史
跡「
機
崎
砲
台
跡L

が
あ
り、
現
在
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ

て
お
り、
こ
の
地一
帯
を
歴
史
広
場と

する
構
想
が
進
め
ら
れて
お
りま
す。

館
内
に
は
次の
展
示ゾ
l
ン
を
設
け 、

-Y

.T

・v・

・v・

・v-

-Y

.T

.Y

.T

・v・

・v・

-Y

.T

・v・

・v・

・v・

・Y

.T

・v・

‘.

あ
る
「

茶 、
う
ど
ん、
そ
う
め
ん」
等

H
美
川H
に
因み 、
鰻 、
鮎
等
川
魚
料

土
産
品の
販
売
を
は
じ
め、
食
堂で
は 、

理
がご
賞
味い
た
だ
け
ま
す。
ま
た、

玄
関
を
入っ
た
とこ
ろ
の
地
元
産の
杉

丸
太の
巨
木は
圧
巻で 、
当セ
ン
タ
ー

の
シ
ン
ボ
ル
と
なっ
てい
ま
す。

松
山
と
高
知
の
ほ
ぽ
中
間
点 、
ま
た、

石
鎚
山 、
面
河
渓へ
の
入口
で
ある
国

道
お
号
線
沿
に
位
置し
て
お
り、

松
山

か
ら
車で
わ
ず
か一
時
間の
距
離で
す

の
で 、
ド
ラ
イ
ブ
がて
ら一
度お
越
し

下
さい 。
目
印は 、
名
勝「
御
三
戸
獄L

の
手
前で 、
水
車
と
櫓
上
の
樽で
す。

な
お 、
日
曜
日
には 、
屋
外で
「ふ

我
が
美
川
村
待
望の
施
設
「

農
村
活

性
化セ
ン
タ
ー

み
か
わ」
が、
八
月一

日
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た。

こ
の
施
設
は 、
地
元
の
農
林
産
物
の

加工
展
示
販
売
施
設 、
い
わ
ゆ
る
物
産

館と
し
て
位
置づ
け 、
村の
特
産
品で

乞
う 、
ご
来
館を
H

る
さと
市」
も
行っ
て
お
り、
野
菜
を

は
じ
め
山
菜
お
こ
わ、
ま
ん
じゅ
う

等々
手づ
く
り
の
加工
品で
田
舎の
味

が
楽
し
め
ま
す。

紅
葉の
秋 、
石
鎚 、
面
河へ
の
行き

帰
り
に
是
非
共お
立
ち
寄
り
下
さい 。

H
ト
イレ
休
憩
熱
烈
大
歓
迎H
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本
舘には 、
町
内
の
多
くの
方々
の

寄
贈
によ
り、
一
万
五
千
点
を
超
す
資

料
が
あ
り
ま
す。
一
級
品の
み
を
並べ

てい
る
博
物
館と
は
趣き
を
異
に
し、

-y

・y

・Y

魅
力
あ
る
村づ
く
りの一
環と
し
て 、

村
営
活
性
化
住
宅
が
先
ほ
ど
村の
中
心

部
に
近い
肉
測
地
区
に
完
成
し
ま
し
た。

木
造二
階
建て
の
モ
ダン
な
住
宅
で
す。

入
居
資
格 、
家
賃
等
を
定め
た
条
例

先
祖
の
汗
と
脂
の
し
み
こ
ん
だ
生
活の

知
恵
が
伺
え
る
資
料
を
展
示し
てい
ま

す。中
で
も、
海の
資
料と
し
て
宇
和
海

-

-y

-y

・Y

.T

.Y

.T

・y

・v・

が
九
月
議
会
に
おい
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
入
居
募
集
も
間
も
な
く

始る
と
こ

ろ
で
す。

又 、
4
L
D
K一一一戸 、
3
L
D
K
四

戸
を
有
する
マ
ン
ショ
ン
タ
イプ
の
住

宅の
工
事
が
七
月
に
着工
し、
年
度
内

完
成
を
目
指
して
急ピッ
チ
で
進
んで

い
ま
す。

気
に
な
る
家
賃は 、
先
に
完
成
し
た

一
戸
建
住
宅
は
月
額二
万
円 、
鉄
筋コ

ン
ク
リ
ー
ト

造
りの
集
合
住
宅は一
万

八
千
円
と一
万
六
千
円
の
二
タ
イ
プ
と、

村
営な
ら
で
は
の
安い
家
賃で
す。
た

漁
携
用
具 、
船
舶
用
具 、
漁
業
標
本
類

が
八
千
点
あ
り、
本
館の
メ
イン
展
示

と
し
てい
ま
す。

八
月一
日
の
開
館
以
来 、
町
外
か
ら

の
参
観
者
も
多
く 、
「

他
の
資
料
館
で

は
見
ら
れ
ない 、
こ
こ
独
特の
も
の
が

多いL
と
好
評で
す。
ま
た、
展
示は 、

本
館の
運
営
委
員
が
当
たっ
て
お
り、

専
門
家
の
よ
う
な
充
分
な
展
示
に
は

至っ
てい
ま
せ
ん。
し
か
し、
こ
の
こ

だ
し
入
居
資
格は
少
し
厳し
く 、
村
内

で
働
く

既
婚
者 、
転
入
し
て
村
内
で
働

こ
う
と
する
既
婚
者が
対
象で
す。

西
日
本一
の
小
さな
村 、
別
子
山
村

と
が、
か
えっ
て
庶
民
的な
資
料
館と

し
て
地
域
の
方々
に
愛
され
てい
る一

因で
は
ない
か
と
感
じ
ま
す。

展
示
資
料は 、
縄
文
期の
ツ
リパ
リ 、

伊
達
宗
城
公の
書簡、
児
島
惟
謙の
筆

跡 、
伊
能
忠
敬
発
明
の
小
方
儀 、
宇
和

島
穂
積
家の
茶
釜 、
江
戸
中
期の
千両

箱 、
江
戸
期
の
虎
放
器の
他、
農
林
漁

業
用
具 、
生
活
用
具 、
石
灰
用
具な
ど

多
彩
で
す。

是
非 、
ご
来
館
下
さい 。

-

-v-

-Y

.T

・v・

・v-

-Y

.T

.V

2.

で
村 eつ
くりの

夢
を
持っ
てい
る
方 、

是
非お
問い
合わ
せ
下
さい 。

(
問い
合せ
先)

別
子
山
村
役
場
財
務
係

(
O八
九
七)
六
四|
二
O一
一
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場
の
あ
る
中
心
地
か
ら一
六
同
離
れ
た

五
千
円で
利
用
で
き
ま
す 。

標
高四
五
Om
の
高
知
県
境
に
位
置
し、

ま
た、
観
光リン
ゴ
園
約一
凶
に一

節
安
渓
谷と
呼ば
れ
る
清流
と
森
林の

二
種のリ
ン
ゴ
が
植
栽
さ
れ
て
お
り 、

豊
富
な
山
境
の
地
に、
自
然
を
満
喫し

三
年
後
に
は
リ
ン
ゴ
狩
り
が
楽
し
め
る

自
然
と
のふ
れあい
の
場
を
提
供
し
よ

ほ
か、
観
光ワ
サピ
回二
Oa
を
造
成

う
と
す
る
も
ので
す 。

中
で、
平成
五
年
度
には 、
水
車
小
屋 、

園 、
県
の
補
助
事
業
によ
り 、
体
験

炭
焼
小
屋 、
テニ
ス
コ
ー
ト 、

遊
具
等

学
習
施
設 、
簡
易
宿
泊
施
設
が
木
造
で

を
整
備し
利
用
者の
要
請
に
応
える
計

整
備
さ
れ、
宿
泊
施
設
には
十
人
分
の

画
で
す 。
な
お
お
問い
合
わ
せ
は
日
吉

食
器と
八
人
分
の
寝
具
の
ほ
か、
パ
ス、

村
役
場
産
業
課
(
O
八
九
五
|

四
四|

ト
イレ 、
冷
蔵
庫 、
テ
レ
ビ
等
が
完
備
一一一一一
一)
か、
節
安ふ
れ
あい
の
森

「
節
安ふ
れ
あい
の
森」
は 、
村
役

さ
れた
も
の
が
五
棟
あ
り 、
一
棟一
夜

(
O
八
九
五
|

四
四
|

二
九
九
O)
へ 。

-v-

-Y

.T

・v・

・v・

・v・

・v・

-Y

・T

.Y

.T

・v・

・v・

・v・

・v・

-Y

.T

・v・

法を
用
い
て 、
十
月二
十二
日
か
ら二

十
三
時
か
ら
十
七
時
ま
で

十
五
日
ま
で
の
四
日
間、
県
内二
十
九

場
所
.
県
民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
l

ル

市
町
村で
「ふ

る
さ
と
再
発
見
ウォ
ッ

内
容
Aマ
芥川
賞
作
家
赤
瀬
川
原
平
さ

チ
ン
グ」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

ん
・
イ
ラス
ト
レ
ー

タ
ー

南
伸
坊
さ

た。ま
た、
こ
の
成
果
を
活
か
し
た「ふ

ん
・

漫
画
家
杉
浦
日
向
子
さん
ら
路

る
さと
再
発
見
・

創
造フォ
ー

ラ
ム
位

上
観
察
学会
メン
バ
ー

六
人
に
よ
る、

開
催
し
ま
す 。

県
内二
九
市
町
村
で
行っ
た
「ふ

る

さと
再
発
見ウォッ
チ
ン
グ」
の
成

果
報
告
会。

愛
媛
大
学
の
讃
岐
幸
治
先
生
を

コ
ー

ディ
ネー
タ
ー

と
し
て 、

村
では
日
本
最
後
の
清
流
と
呼ば
れ

る
四
万
十
川
の
愛
媛
県
側
の
源
流 、
日

吉
村
節
安
地
区
に、
山
岳
レ
ク
レ
ー

ショ
ン
施
設
と
し
て
「

節
安ふ
れ
あい

の
森」
を
整
備
し
て
い
ま
す
が、
今
年

度
か
ら
ロ
グハ
ウ
ス
等
宿
泊
施
設
が

オー
プン
し
ま
し
た。

あ
な
た
の
身近
に
あ
り
な
が
ら、
つ

い
見
落
と
し
て
い
た
「

面
白
い
も
の」

「
不
思
議
な
も
の」
♂魅
力
的
な
も
の」

の
発
見
を
通
じて 、
ふ
る
さと
の
良
さ

を
再
発
見し
て
み
ま
せ
ん
か。

県
では 、
ふ
る
さと
再
発
見
・

創
造

運
動の
全
県
的
な
展
開
を
図
る
た
め、

ユニ
ー
ク
な
視
点と
遊
び
心
で
地
域
の

魅
力や
特
色
を
探る
路
上
観
察
学の
手

フ
ォ
ー

ラ
ム
の
概
要は
左
記
の
と
お

り
で
す
ので、
皆
様お
誘い
合わ
せ
の

う
え 、
奮っ
て
御
参
加
く
だ
さい。

テ
ーマ

AV H
い
き
い
き
ふ
る
さ
とH
再

発
見
八
路
上
ウォッ
チ
ン
グ
伊

予
路
を
行
く

V

時
A'十一
月二
十
日

一

・v・

ウォッ
チン
グ
を
通
じて
明
ら
か
に

なっ
た
地
域
の
文
化
や
歴
史 、
イ

メー
ジ 、
更
にこ
れら
を
活
かし
た

住
民
参
加
のふ
る
さとづ
く
り
を
考

えてい
くパ
ネルディス
カッ
ショ
ン 。

※
入
場
整
理
券
が
あ
り
ま
す
の
で、
左

記
ま
で
お
問い
合
せ
く
だ
さい。

お
問
合せ
Aマ
県
庁ふ
る
さと
整
備
課

干
七
九
O
松
山
市一
番
町
四l
四
|

二

(
O八
九
九)
四一
一一一
一
一

(
内
線二
二二
八
・一

二
三
九)

F
A
X
(
O
八
九
九)
四
七

|
二
六
九
O

(
直
通
電
話
兼
用)

日

(
金)

〆\

ん
芯
灯
寵
伊
予
北
条
・ 内港にて)
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パ ソ コ ン 通信の

現状 と 課題
ーアンケー ト 調査結果からー

ヱ
ニ

一

二
タ
一

ヮ

陥"

、
わ

川W

臨

AV

U

 

JFaMLV

山

パ
ソ
コ
ン
通
信
は 、
そ
の
価
値
を
見

い
だ
し
た
人
達
の
問
で
は
手
軽
な
情
報

収
集 、
情
報
交
換
の
手
段
と
し
て
急
速

に
普
及
し
て
い
ま
す
が、
一
般
の
人
達

には
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れて
い

る
の
で
しょ、つ
かっ-

某
機
関
が
行っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
か
ら
見て
み
る
こ
とに
し

ま
しょ
う。
回
答
者
数は
二
二
O
名 。

回
答
者
の
属
性
は 、
①
性
別/
男叫
%、

女
臼
%、
無
記
入
4
%②
年
代/一
o

l
二
O
代日
%、
三
Oi
四
O
代出
%、

五
O
代
以
上
回
%
①
職
業/
学
生日
%、

給
与
生
活
者却
%、
そ
の
他
幻
%
で
す。

ま
ず
始
め
に、
パ
ソ
コ
ン
通
信
をし

た
経
験
の
有
無
に
つ
い
て 、
「

あ
る」

人
は
加
%、
「

な
い」
人
が
別
%
で
す。

次
にパ
ソ
コ
ン
通
信
経
験
者の
実
態

今
回、

-IlTli1・�・
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で
す。
①
経
験
年
数/
六
カ
月
未
満

お
%、
二
年
未
満
お
%、
二
年
以
上

白
%、
以
前
に
利
用
し
た
が
現
在は
止

め
て
い
るロ
%②
主
に
利
用
し
て
い
る

ネッ
ト(

複
数
回
答)/
商
業
大
手
ネ y

ト
臼
%、
地
域
の
B
B
S

G
%、
自
治

体
等の
ネッ
ト

お
% 、
そ
の
他
却
%
③

利
用
頻
度/一
回/
週初
%、
三
回/
週

ま
で
四
%、
七
回/
週
ま
で
お
%、
七

回/
週
以
上
辺
%
④
よ
く

利
用
す
る

サ
ー

ビ
ス(
複
数
回
答)/
電
子
会
議
S

I
G
M
%、
デ
ー
タベ
ー

ス
叫
%、
メー

ル
犯
%、
掲
示
板
叩
%、
チャッ
ト

叩
%、
ニ
ュ
ー

ス
等
ロ
%、
C
U
G

m
%、
ショ
ッ
ピ
ン
グ
叩
%、
そ
の
他
鋭

な
ど
と
なっ
て
い
ま
す。
ま
た、
パ
ソ

コ
ン
通
信
で
不
満
に
思っ
て
い
る
こ
と

は
次
表の
と
お
り
で
す。

(複数回答)
「一一一一43 % 

4 1 % 
30 % 
24 % 
2 2 %  
2 2 %  
37 % 

9 %  
7 %  
9 %  

通信費がかか り す ぎ る
サ ー ビ ス 料金が高 い
回線がつ な が り に く い
;桑{乍カfめ ん ど う
新 用 語がわ か ら な い
料金 に 見 合 う 情報で な い
入力 に 時 間 がかか る
他ユ ー ザ ー の話題 に 不満
仲 間 がで き な い
そ の 他

一
方 、
パ
ソ
コ
ン
通
信
未
経
験
者の
実

能仙で
は 、24 % 

24 % 
普及す れ ば利 用 し た い
料 金 が安 く な れ ば利 用
し た い

①利用 希 望

1 9 %  

1 4 %  
1 1 %  

操 作 が も っ と 簡 単 に な
れ ば利 用 し た い
興味あ り 利 用 し た い
利 用 し な い
そ の 他

②パ ソ コ ン 通信 で し た い こ と (複数回答)
イ ベ ン ト 情報 I 5 7 %  
趣味の情報交換 I 40 % 
ゲ ー ム I 23 % 
新聞記事の利用 I 1 9 %  
リ ア ル タ イ ム の会話 I 1 9 %  
電子 メ ー ル の交換 I 1 7 %  
ホ ー ム シ ョ ッ ピ ン グ I 1 2 %  
翻訳サ ー ビ ス I 9 %  
公 開 ソ フ ト の利 用 I 7 %  
そ の 他 I 8 %  

(複数回答)
-43 % 
41-% 
30% 
25 % 
20% 
1 9 %  
1 7 %  
1 1 %  

5 %  
6 % 

8 %  

①有料で も ほ し い情報
交通機関 の情報
雑誌 ・ 書籍の情報
新商品 ・ 買 い物情報
福祉関係の情報
新聞記事情報
料理情報
生 活 知 識 ・ 健康情報
資金運用情報
育児
そ の他

こ
れ
ら
の
結
果か
ら、
今
後と
も
操
作

方
法や
通
信
料
金な
ど
パ
ソ
コ
ン
通
信

の
環
境
を
改
善
する
と
と
も
に、
サ

ビ
ス
内
容の
充
実
とパ
ソ
コ
ン
通
信
を

体
験で
き
る
場を
多く
し
て
い
く
努
力

が
必
要
な
よ
う
で
す。
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お 知 ら せ

92年次総会 フ ォ ー ラ ム』 開催『え ひめ地域づ く り 研究会議

「 ド ラ マ は そ の 時始 ま っ た ! j) テ ー マ
一 今 し か 聞 け な い 、 脇役た ち の裏話 一

平成 4 年 1 1 月 1 4 日 (土)

松 山市道後 「 に ぎた つ 会館」

え ひ め地域づ く り 研究会議、

(財)愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー

。 と き

。 と こ ろ

。主 催

受 付
士会 A 
iIiじ、 :z;o;

開 会

「 ド ラ マ は そ の 時始 ま っ た ! � 

ま ち づ く り 人物 史 一

守谷和 久 コ ー ナ ー (守谷和 久vs亀岡徹)

「 自 由 人行 っ た り 来 た り …」

若松進ーの場合
「三つ の顔で生 き る 」

岡 田文淑の場合

「核心 ・ 確信 ・ 革新J

13 : 00 

13 : 30 

14 : 00 

容。内

パ ー ト I

パ ー ト E

5 ， .000円

パ ー ト 凹

記念講演

「大 山 町 裏 ・ 表」

講 師/大分県大 山 町 ダ ム 対策室長 緒方英雄
18 : 00 閉 会

18 : 30 食談会一 交歓会

21 : 00 終 了

総会 フ ォ ー ラ ム 1 ， 500 円 食談会~ 交歓会

え ひ め地域づ く り 研究会議事務局 ま で

側)愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー 内

1 6  : 35 

く〉参加費

。 申 込先

十
月
も
半
ば
に
な
っ
て 、

日
中
も

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た。

秋
と
い
え
ば 、
食
欲
の
秋 、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋 、

読
書
の
秋
:
:
:

い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す 。

み
な
さ
ん
は、

今
年
は

ど
の
秋
を
満
喫
さ
れ
ま
す
か
?

*串*牢牢***本事

内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
活
動

内
容
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど 、

お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

。

「
舞
た
う
ん」

編
集
係

二
人
の
M
s
.

(
毛
利
・

安
田)
ま
で

一
T
七
九
O

松
山
市
三
番
町
八
丁
目

二
三
四
番
地

愛媛県生活保健ピル三階

側
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り

総
合
セ
ン
タ
ー

F T 

O A O E 
J\ X Jì、 L

九 九
九 九

七 七
七 七
ハ 五
o 0 

発
行
・

平
成
四
年
十
月
十
五
日

側
愛
媛
県
ま
ち ごつ
く
り

総
合
セ
ン
タ
ー

え
ひ
め
地
域
づ
く
り

研
究
会
議
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